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不登校支援における連携の展開 

不登校支援における連携の展開 

―スクーリング・サポート・プログラム（SSP）とスクーリング・サポー

ト・ネットワーク整備事業（SSN）の検討から― 

 

山田銀河 

 
Development of the cooperation to support non-attendance children: 

By reviewing the Schooling Support Program (SSP) and the Schooling Support Network (SSN) 
project 

 
Ginga YAMADA  

 
This article argues how the cooperation of institutions which support non-attendance children has been developed 

through the Schooling Support Program (SSP) and the Schooling Support Network (SSN) project. Before these two projects 
were implemented, even public institutions such as schools and boards of education did not cooperate sufficiently. The SSP 
suggested the necessity of cooperation among adaptation classes and relevant organizations. The SSN project developed 
regional networks throughout Japan and realized the cooperation. Some people say that the SSN project advanced cooperation 
between public institutions and private organizations such as NPO or free schools, but in fact few cases are reported in which 
the public institutions worked on the support together with the private organizations. So I think that these two projects mainly 
served to develop the cooperation between public institutions. 
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1．はじめに 

 

1-1．背景 

 不登校児童生徒への対応は、教員、家族、スクー

ルカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、適

応指導教室（教育支援センター）、フリースクール等



2 

東京大学大学院教育学研究科教育行政学論叢 第 36 号 2016 年 

 
 

様ࠎな方㠃から行われている。༢⊂でのᑐᛂがᅔ㞴

なࢣースがあるため、㐃携ࢵࢿト࣡ーࢡによるᨭ᥼

の㔜要ᛶ・ᚲ要ᛶが指᦬されている（たとえば田ᔲ

編 �010）。 
ᅜのᑐᛂとしても、学校が不Ⓩ校ᑐᛂを㛵ಀ機㛵

と㐃携して行うという発᝿は 1��� 年の文部省㏻▱

「Ⓩ校ᣄྰ問題へのᑐᛂについて」において♧され

た。�003 年の文部科学省の㏻▱「不Ⓩ校へのᑐᛂの

ᅾり方について」においては、「㐃携ࢵࢿト࣡ーࢡに

よるᨭ᥼」はᇶ本的な⪃え方の一つとされており、

ᨭ᥼の際に͆ බ的機㛵のࡳならࡎ、Ẹ間᪋タや132
等と✚ᴟ的に㐃携し、┦஫に協力・⿵完しྜうこと

の意義が大きいこと͇や、教育委員会は͆ࢵࢿト࣡

ー࡙ࢡくりや、ࡑの中᰾的な機⬟のᩚ備充実にດめ

るᚲ要があること͇が♧されている1。 
「スࢡー࣏ࣜࣥࢧ・ࢢート・ࢵࢿト࣡ーᩚࢡ備事

業」（௨下 661 事業）は、学校・ᐙᗞ・㛵ಀ機㛵が

㐃携した地ᇦࡄるࡳのࢵࢿト࣡ーࢡを全ᅜ的にᵓ⠏

することを意ᅗして、�003 年度から �006 年度まで

行われた。661 事業は 1��� 年度から �00� 年度に行

われた「スࢡー࣏ࣜࣥࢧ・ࢢート・ࢢࣟࣉラ࣒」（௨

下 663）をᙉ໬した取り⤌ࡳであった�。 
 
���㸬ၥ㢟㛵ᚰ 

1��� 年の㏻▱௨᮶、不Ⓩ校ᨭ᥼を㐃携して行うこ

とのᚲ要ᛶはᢡに触れてㄒられており、不Ⓩ校に㛵

するㄪᰝ研究協力者会㆟が �016 年 � 月にまとめた

「不Ⓩ校ඣ❺生ᚐへのᨭ᥼に㛵する最終ሗ࿌」でも、

学校とᐙᗞ、㛵ಀ機㛵、Ẹ間᪋タの✚ᴟ的な㐃携を

ồめるጼໃは㝶ᡤに見受けられる。 
ここでẼになるのは、こうした㏻▱やᥦゝを受け

て、これまでどのような㐃携が実⌧してきたのかと

いうことである。ࡑの実ែを᫂らかにすることで、

㏻▱やᥦゝがࡑれࡒれどのような意義をᣢっていた

のかを論じることができるだࢁう。 
663 と 661 事業は、ಶ別の事例研究を㝖いてこれ

まであまり取り上げられておらࡎ、どのような事業

であったのか不᫂なⅬが多い。ただし、先行研究に

おいて 661 事業は文部（科学）省の不Ⓩ校ᑐ策の変

㑄をᩚ⌮する中で、ᐁẸ㐃携のࢵࢿト࣡ーࢡ作りを

行う事業として触れられてきた3。 

᳃田は 661 事業について次のように㏙࡭ている。

͆文部科学省（文部省）は、学校内というᯟ内をこ

えて、ࣜࣇースࢡーࣝをྵࡴẸ間᪋タがᚲ要とする

経㈝を、ᅜが⿵助するという仕⤌（661）ࡳをᩚ備

した。ࡑの⤖果これ௨㝆、「不Ⓩ校」に㛵する研究委

クというᙧ式のもと、行政機㛵によるࣜࣇースࢡー

ࣝへの教育᪋策上のᨭ᥼が、✚ᴟ的に実᪋されてい

くことになる （͇᳃田 �00� � 1�� 㡫）。鈴木も、661
事業などの取り⤌ࡳをあげて͆不Ⓩ校ᑐᛂ᪋策にお

いて文部省が学校や教育委員会だけでなく、㐺ᛂ指

導教ᐊやẸ間ᅋ体、132 を㔜どしてきたことが᫂ら

かである （͇鈴木 �00� � �� 㡫）と㏙࡭ている。しか

し、᳃田も鈴木も、661 事業で実際にどのような㐃

携が行われたのかについては触れていない。 
これらの事業におけるẸ間ᅋ体のẚ㔜は㝈ࢁしࡴ

ᐃ的だったのではないだࢁうか。というのも、661
事業の開ጞから 10 年௨上がたった⌧ᅾ、ᚲࡎしもᐁ

Ẹの㐃携ࢵࢿト࣡ーࢡはᩚ備されていないように思

われるからだ。例えば �011 年᫬Ⅼでᮐᖠᕷはࣜࣇー

スࢡーࣝとの㐃携ጼໃは見せているものの体制とし

ては不༑ศであった（໭大不Ⓩ校ㄪᰝࢳー  ࣒ �011）。
また、文部科学省が �016 年 � 月に行った「ࣜࣇース

⌧、ーࣝ等との㐃携に㛵する実ែㄪᰝ」によればࢡ

ᅾࣜࣇースࢡーࣝ等がᡤᅾする全ᅜ ��� のᕷ区町村

教育委員会のうࡕ、༙ ᩘ௨上の 1�3 ᕷ区町村教委が、

「特に㐃携の取⤌を行っていない」とᅇ⟅している�。 
661事業がᐁẸ㐃携を᥎進したものであったのか

どうかを検ドするためにも、661 事業によって実際

にどのような㐃携ࢵࢿト࣡ーࢡがᵓ⠏されていたの

か、663 や 661 事業を経て不Ⓩ校ᨭ᥼にどのような

変໬が㉳きたのかということは検討するᚲ要がある。 
 
��3㸬ᮏ✏ࡢᵓᡂ 

 ௨下では、まࡎ第 � ❶で 663 や 661 事業がጞま

る௨前にはどのような㐃携が行われていたのかを先

行研究から検討し、学校と㐺ᛂ指導教ᐊのようなබ

的機㛵ྠ士であっても㐃携は⥭ᐦではなかったこと

を♧す。 
 第 3 ❶では 663、第 � ❶では 661 事業のᴫ要をᥥ

き、663 において学校・ᐙᗞ・㛵ಀ機㛵の㐃携の㔜

要ᛶがᥦ㉳されたこと、661 事業ではࡑの課題に取
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様ࠎな方㠃から行われている。༢⊂でのᑐᛂがᅔ㞴

なࢣースがあるため、㐃携ࢵࢿト࣡ーࢡによるᨭ᥼

の㔜要ᛶ・ᚲ要ᛶが指᦬されている（たとえば田ᔲ

編 �010）。 
ᅜのᑐᛂとしても、学校が不Ⓩ校ᑐᛂを㛵ಀ機㛵

と㐃携して行うという発᝿は 1��� 年の文部省㏻▱

「Ⓩ校ᣄྰ問題へのᑐᛂについて」において♧され

た。�003 年の文部科学省の㏻▱「不Ⓩ校へのᑐᛂの

ᅾり方について」においては、「㐃携ࢵࢿト࣡ーࢡに

よるᨭ᥼」はᇶ本的な⪃え方の一つとされており、

ᨭ᥼の際に͆ බ的機㛵のࡳならࡎ、Ẹ間᪋タや132
等と✚ᴟ的に㐃携し、┦஫に協力・⿵完しྜうこと

の意義が大きいこと͇や、教育委員会は͆ࢵࢿト࣡

ー࡙ࢡくりや、ࡑの中᰾的な機⬟のᩚ備充実にດめ

るᚲ要があること͇が♧されている1。 
「スࢡー࣏ࣜࣥࢧ・ࢢート・ࢵࢿト࣡ーᩚࢡ備事

業」（௨下 661 事業）は、学校・ᐙᗞ・㛵ಀ機㛵が

㐃携した地ᇦࡄるࡳのࢵࢿト࣡ーࢡを全ᅜ的にᵓ⠏

することを意ᅗして、�003 年度から �006 年度まで

行われた。661 事業は 1��� 年度から �00� 年度に行

われた「スࢡー࣏ࣜࣥࢧ・ࢢート・ࢢࣟࣉラ࣒」（௨

下 663）をᙉ໬した取り⤌ࡳであった�。 
 
���㸬ၥ㢟㛵ᚰ 

1��� 年の㏻▱௨᮶、不Ⓩ校ᨭ᥼を㐃携して行うこ

とのᚲ要ᛶはᢡに触れてㄒられており、不Ⓩ校に㛵

するㄪᰝ研究協力者会㆟が �016 年 � 月にまとめた

「不Ⓩ校ඣ❺生ᚐへのᨭ᥼に㛵する最終ሗ࿌」でも、

学校とᐙᗞ、㛵ಀ機㛵、Ẹ間᪋タの✚ᴟ的な㐃携を

ồめるጼໃは㝶ᡤに見受けられる。 
ここでẼになるのは、こうした㏻▱やᥦゝを受け

て、これまでどのような㐃携が実⌧してきたのかと

いうことである。ࡑの実ែを᫂らかにすることで、

㏻▱やᥦゝがࡑれࡒれどのような意義をᣢっていた

のかを論じることができるだࢁう。 
663 と 661 事業は、ಶ別の事例研究を㝖いてこれ

まであまり取り上げられておらࡎ、どのような事業

であったのか不᫂なⅬが多い。ただし、先行研究に

おいて 661 事業は文部（科学）省の不Ⓩ校ᑐ策の変

㑄をᩚ⌮する中で、ᐁẸ㐃携のࢵࢿト࣡ーࢡ作りを

行う事業として触れられてきた3。 

᳃田は 661 事業について次のように㏙࡭ている。

͆文部科学省（文部省）は、学校内というᯟ内をこ

えて、ࣜࣇースࢡーࣝをྵࡴẸ間᪋タがᚲ要とする

経㈝を、ᅜが⿵助するという仕⤌（661）ࡳをᩚ備

した。ࡑの⤖果これ௨㝆、「不Ⓩ校」に㛵する研究委

クというᙧ式のもと、行政機㛵によるࣜࣇースࢡー

ࣝへの教育᪋策上のᨭ᥼が、✚ᴟ的に実᪋されてい

くことになる （͇᳃田 �00� � 1�� 㡫）。鈴木も、661
事業などの取り⤌ࡳをあげて͆不Ⓩ校ᑐᛂ᪋策にお

いて文部省が学校や教育委員会だけでなく、㐺ᛂ指

導教ᐊやẸ間ᅋ体、132 を㔜どしてきたことが᫂ら

かである （͇鈴木 �00� � �� 㡫）と㏙࡭ている。しか

し、᳃田も鈴木も、661 事業で実際にどのような㐃

携が行われたのかについては触れていない。 
これらの事業におけるẸ間ᅋ体のẚ㔜は㝈ࢁしࡴ

ᐃ的だったのではないだࢁうか。というのも、661
事業の開ጞから 10 年௨上がたった⌧ᅾ、ᚲࡎしもᐁ

Ẹの㐃携ࢵࢿト࣡ーࢡはᩚ備されていないように思

われるからだ。例えば �011 年᫬Ⅼでᮐᖠᕷはࣜࣇー

スࢡーࣝとの㐃携ጼໃは見せているものの体制とし

ては不༑ศであった（໭大不Ⓩ校ㄪᰝࢳー  ࣒ �011）。
また、文部科学省が �016 年 � 月に行った「ࣜࣇース

⌧、ーࣝ等との㐃携に㛵する実ែㄪᰝ」によればࢡ

ᅾࣜࣇースࢡーࣝ等がᡤᅾする全ᅜ ��� のᕷ区町村

教育委員会のうࡕ、༙ ᩘ௨上の 1�3 ᕷ区町村教委が、

「特に㐃携の取⤌を行っていない」とᅇ⟅している�。 
661事業がᐁẸ㐃携を᥎進したものであったのか

どうかを検ドするためにも、661 事業によって実際

にどのような㐃携ࢵࢿト࣡ーࢡがᵓ⠏されていたの

か、663 や 661 事業を経て不Ⓩ校ᨭ᥼にどのような

変໬が㉳きたのかということは検討するᚲ要がある。 
 
��3㸬ᮏ✏ࡢᵓᡂ 

 ௨下では、まࡎ第 � ❶で 663 や 661 事業がጞま

る௨前にはどのような㐃携が行われていたのかを先

行研究から検討し、学校と㐺ᛂ指導教ᐊのようなබ

的機㛵ྠ士であっても㐃携は⥭ᐦではなかったこと

を♧す。 
 第 3 ❶では 663、第 � ❶では 661 事業のᴫ要をᥥ

き、663 において学校・ᐙᗞ・㛵ಀ機㛵の㐃携の㔜

要ᛶがᥦ㉳されたこと、661 事業ではࡑの課題に取

3 

不Ⓩ校ᨭ᥼における㐃携のᒎ開 

り⤌んでࢵࢿト࣡ーࢡが作られたことを♧す。Ẹ間

との㐃携はά発には行われなかったことから、これ

らの事業の意義はබ的機㛵の㐃携体制をᩚえたこと

にあると⪃えられる。 
 
�㸬୙Ⓩᰯᨭ᥼ࡿࡅ࠾࡟㐃ᦠ 

㻌

���㸬㐃ᦠ࡟㛵ࡿࡍ≧ἣ 

�1ۑ�0 年௦ 
 不Ⓩ校ᑐᛂを㛵ಀ機㛵と㐃携して行うという方㔪

は、1��� 年の文部省㏻▱「Ⓩ校ᣄྰ問題へのᑐᛂに

ついて」において♧された。 
この㏻▱では、学校が㛵ಀ機㛵と日㡭から㐃携す

ることが大切であるということが♧されている。㐃

携┦手としては͆㐺ᛂ指導教ᐊ、教育ࢱࣥࢭー、ඣ

❺┦ㄯᡤなどのබ的機㛵が㐺切であるが、බ的な指

導の機会が得られないあるいはබ的機㛵に㏻うこと

もᅔ㞴な場ྜで本ேやಖㆤ者のᕼᮃもあり㐺切とุ

᩿される場ྜは、Ẹ間の┦ㄯ・指導᪋タも⪃៖され

てよい͇と㏙࡭られている�。 
こう見るとබ的機㛵とẸ間᪋タのᢅわれ方のᕪが

┠❧つが、1��0 年௦にはබ的な㛵ಀ機㛵であっても

㐃携体制がᩚっているわけではなかった。 
▼田と᭹部が全ᅜ 33� の㐺ᛂ指導教ᐊにᑐして行

ったㄪᰝ（1�3 教ᐊがᅇ⟅）では、原⡠校にᑐして

「ฟḞ」を㐃⤡しているのは �3�1�、「行ືの記㘓」

は �����、「学⩦の記㘓」は �����となっていた。ま

た原⡠校の担当者とᐃ期的に㐃⤡を取っているのは

�1���であったことから、͆ ඣ❺生ᚐの課程修了・༞

業ㄆᐃにᚲ要な「平⣲の成⦼をホ౯」する際の᰿ᣐ

や、進学等の原⡙となる指導要㘓の内容と㛵わる問

題であると⪃えられる （͇▼田、᭹部 1��� � �3� 㡫）

と㏙࡭られている。 
また、▼田が全ᅜ 663 のᕷ教委に行ったㄪᰝの⤖

果（�3� ᕷ教委がᅇ⟅）、㐺ᛂ指導教ᐊをタ⨨してい

る ��� のᕷ教委のうࡕ、㐺ᛂ指導教ᐊの年間指導計

画をᢎㄆしたりሗ࿌を受けたりしているのは �����
であり、入⣭のఱらかのᇶ準をᐃめているのは

�����であった。ඣ❺生ᚐの原⡠校との㐃携≧ἣも

まࡕまࡕである。1��� 年の㏻▱により、学校外でඣ

❺生ᚐが┦ㄯ・指導を受けている場ྜも指導要㘓上

はฟᖍᢅいとすることができることになったが、原

⡠校が指導要㘓を記入する際に、�6�0�のᕷ教委は

原⡠校の校長に௵せており、ᕷ内で⤫一した手⥆き

を行っているのは 36���であった（▼田 1���）。 
こうした⤖果から、学校、教育委員会、㐺ᛂ指導

教ᐊの㛵ಀはỴして⥭ᐦではなかったことが᫂らか

となっている。 
 
�000ۑ 年௦ 

�000 年௦ึ㢌における不Ⓩ校ᨭ᥼の㐃携≧ἣに

ついて㏙࡭たものに、℈㔝（�00�）、ᓊ本（�003）、
㓇஭（�01�）がある。 
地ᇦ社会における不Ⓩ校ᨭ᥼機㛵とࡑのࢵࢿト࣡

ーࢡに╔┠した℈㔝は、ᨭ᥼機㛵の多ᐻやࢵࢿト࣡

ーࢡの発㐩度の地ᇦᕪを᫂らかにした。㫽取┴と㮵

ඣ島┴と東京都の一自治体とࡑの㞄᥋自治体をᑐ㇟

としたㄪᰝの⤖果、いࡎれもබ的機㛵ྠ士の㐃携は

ᐦであった。බ的機㛵とẸ間機㛵の⣣ᖏはᙉくない

が、㮵ඣ島┴% ᕷのࣜࣇースࢡーࣝの୺ദ者がඖ㐺

ᛂ指導教ᐊの指導員であったため行政㛵ಀ者や࢝࢘

&ラーとᙉい⣣ᖏをᣢっていたり、東京都ࢭࣥ 区で

はබ的機㛵がẸ間の᝟ሗを得ていてᚲ要にᛂじて┦

ㄯ者に᝟ሗをᥦ౪していたりと、බ式のࢵࢿト࣡ー

や⦆やかなつなࢡト࣡ーࢵࢿなࣝࢼࢯーࣃ௨外にࢡ

がりの存ᅾが᫂らかになった。 
ᓊ本は㐃携の不༑ศさを指᦬している。政ᗓࢡࢭ

とんどの教࡯͆、ーによる不Ⓩ校ᑐᛂの課題としてࢱ

育ᨭ᥼ࢱࣥࢭー（㐺ᛂ指導教ᐊ）では、௚ᕷ町のඣ

❺・生ᚐ、私❧学校にᅾ⡠するඣ❺・生ᚐ、$'+'
等の発㐩㞀ᐖや⢭⚄㞀ᐖのあるඣ❺・生ᚐ、外ᅜ⡠

のඣ❺・生ᚐ、非行ഴྥのあるඣ❺・生ᚐは受け入

れられないことが多い こ͇と、͆බ的機㛵とẸ間ᅋ体

との間で᝟ሗが༑ศにඹ有されていないため、බ的

な❆ཱྀの┦ㄯ者が、ࣜࣇース࣌ース・ࣜࣇースࢡー

ࣝやぶの会といった地ᇦの 132 等を紹介している

ᡤはᑡないといわれる͇こと等をあげている（ᓊ本 
�003 � 3� 㡫）。ᓊ本によれば、ᐁẸの㐃携が不༑ศで

あるだけでなく、教育ᨭ᥼ࢱࣥࢭーと学校というබ

的機㛵ྠ士であっても、ඣ❺生ᚐの受け入れែໃが

ᩚっていないとされている。 
㓇஭は自身が不Ⓩ校ᑐ策委員会の委員長を務めた
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㤳都ᅪの3 区において �00� 年から �006 年にかけて

自治体内の㛵ಀ機㛵に⪺き取りを行った。ࡑれによ

ると、3 区には不Ⓩ校にかかわるᨭ᥼機㛵として教

育┦ㄯᡤ、㐺ᛂ指導教ᐊ、᝟⥴㞀ᐖ学⣭、ඣ❺㤋、

ースࢣーࣝがあり、ྛ㛵ಀ機㛵にࢡースࣜࣇ／132

をつなげるための「教育┦ㄯ⥲ྜ❆ཱྀ」が開タされ

ていたが、�00� 年度の❆ཱྀでの┦ㄯ௳ᩘはᑠ中学生

でྜわせて 1� ௳しかなかった。すなわࡕ、生ᚐ・ಖ

ㆤ者や学校はྛ機㛵に┤᥋㐃⤡をしていたのであり、

͆さまざまな機㛵が᥼助の手をᘏばしてはいたもの

の、ࡑれらは┦஫にᏙ❧し、᥼助のࢵࢿト࣡ーࢡに

さまざまな⥢ࡧがあった の͇である（㓇஭ �01� � 66
㡫）。ྛ機㛵がばらばらにᨭ᥼をしているばかりか、

さらにඣ❺生ᚐやಖㆤ者の自୺ᛶがᑛ㔜されていた

ために、かえって不Ⓩ校ඣ❺生ᚐの༙ᩘはいࡎれの

┦ㄯ機㛵、ᨭ᥼機㛵にもつながっていないという≧

ἣが㉳きていた。 
これらから、661事業がጞまる�003年前後では、

学校とᨭ᥼機㛵や、ᨭ᥼機㛵ྠ士の㐃携には地ᇦᕪ

があったことが♧၀される。663 を経てもᨭ᥼機㛵

の㐃携体制がᩚったわけではなく、ࡑれࡺえ 661 事

業ではࢵࢿト࣡ー࡙ࢡくりが┠指されたのだと⪃え

られる。 
 
���㸬㐃ᦠࡣ࡜ఱ࠿ 

文部（科学）省は、1��� 年と �003 年の㏻▱いࡎ

れにおいても、㐃携がල体的にどのようなものであ

るかを᫂♧していない。したがってఱをもって㐃携

とุ᩿するかを᫂☜に♧すことはできないが、௨下

のことは㐃携というものを⪃える上で参⪃になるだ

 。うࢁ
文部科学省が �01� 年に教育ᨭ᥼ࢱࣥࢭー（㐺ᛂ指

導教ᐊ）にᑐして行った全ᅜㄪᰝでは、学校や教育

委員会との㐃携の㡯┠がいくつかᣲげられている。

ーと学校との㐃携の㡯┠として、ඣ❺の㏻⣭ࢱࣥࢭ

の実㊶やᨭ᥼の≧ἣ等に㛵する᝟ሗඹ有や、ඣ❺生

ᚐのᨭ᥼会㆟への཮方の参加、学校のࣥࣜࣉトのά

⏝、進㊰指導について教⫋員とࢱࣥࢭー⫋員の協㆟

といったことがᣲげられており、㐃携行ືとして᝟

ሗのඹ有や会㆟への参加といったことが᝿ᐃされて

いる。教育委員会との㐃携もྠ様で、文᭩やゼ問に

よる᝟ሗඹ有、ᨭ᥼会㆟への཮方の参加、不Ⓩ校ᑐ

策の会㆟や研修への参加などがᣲげられている。 
上㏙の「ࣜࣇースࢡーࣝ等との㐃携に㛵する実ែ

ㄪᰝ」においては、教育委員会による㐃携の取⤌に

ついての㡯┠は大別して、教育委員会⫋員のどᐹ、

事業や会㆟のඹྠ・委ク、᪋タのᥦ౪、学校とࣜࣇ

ースࢡーࣝ等との᝟ሗඹ有のಁ進といったことがあ

げられていた。 
しかし、こうした行ືが果たして㐃携であるのか

ᑡし␲問がある。ࡑこで、㐃携が行われる┠的、┠

ᶆに╔┠することが㔜要ではないか。 
་⒪・ಖ೺・福♴の」ྜ㡿ᇦの実㊶に㛵して、山

中は「㐃携」を͆᥼助において、異なったศ㔝、㡿

ᇦ、⫋✀にᒓする」ᩘの᥼助者（ᑓ㛛⫋や非ᑓ㛛的

な᥼助者をྵࡴ）が、༢⊂では㐩成できない、ඹ有

された┠ᶆを㐩成するために、┦஫ಁ進的な協力㛵

ಀを㏻じて行Ⅽやάືをᒎ開するࢭࣟࣉスである͇

（山中 �003 � � 㡫）とᐃ義している。௚の㡿ᇦであ

るとはいえ、これは ͆一ேのࢡライエࣥトにᑐして

༢⊂のᑓ㛛⫋や᥼助者のࡳが᥼助をᥦ౪するのでは

なく、多様なᑓ㛛⫋あるいは非ᑓ㛛的な᥼助者ら」

ᩘが᥼助をᥦ౪すること （͇  ྠ � 1 㡫）に㛵して㏙࡭

ていることであり、不Ⓩ校ඣ❺生ᚐへのᨭ᥼にも㏻

じるとこࢁがある。༢⊂では㐩成できない┠ᶆとは、

この場ྜ第一には不Ⓩ校ඣ❺生ᚐへのᨭ᥼である。

れをより⣽かく見れば学校᚟ᖐのため、ே手不㊊ࡑ

やᑓ㛛的▱㆑不㊊のඞ᭹のためなど、様ࠎな┠ᶆが

存ᅾしていると思われる。㐃携を⪃える際には、こ

の┠ᶆに╔┠するᚲ要がある。 
こうしたことをᛕ㢌に⨨いて、௨下では 663 や

661でどのような㐃携が行われたのかを検討してい

く。 
 
3㸬ࠕ୙Ⓩᰯඣ❺⏕ᚐࡢ㐺ᛂᣦᑟ⥲ྜㄪᰝ研究ጤク̿

ࣛࢢࣟࣉ࣭ࢺ࣮࣏ࢧ࣭ࢢ࣮ࣥࣜࢡࢫ 㸦࣒663㸧̿ ࡢࠖ

᳨ウ 

 

『中等教育㈨ᩱ』の�00�年1月⮫᫬ቑ刊号は1���
年度・�000 年度における全ᅜの 663 の研究集㘓とな

っている。ࡑれによれば 663 の㊃᪨は͆不Ⓩ校問題

にᑐᛂするため、㐺ᛂ指導教ᐊやẸ間᪋タなどにお
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㤳都ᅪの3 区において �00� 年から �006 年にかけて

自治体内の㛵ಀ機㛵に⪺き取りを行った。ࡑれによ

ると、3 区には不Ⓩ校にかかわるᨭ᥼機㛵として教

育┦ㄯᡤ、㐺ᛂ指導教ᐊ、᝟⥴㞀ᐖ学⣭、ඣ❺㤋、

ースࢣーࣝがあり、ྛ㛵ಀ機㛵にࢡースࣜࣇ／132

をつなげるための「教育┦ㄯ⥲ྜ❆ཱྀ」が開タされ

ていたが、�00� 年度の❆ཱྀでの┦ㄯ௳ᩘはᑠ中学生

でྜわせて 1� ௳しかなかった。すなわࡕ、生ᚐ・ಖ

ㆤ者や学校はྛ機㛵に┤᥋㐃⤡をしていたのであり、

͆さまざまな機㛵が᥼助の手をᘏばしてはいたもの

の、ࡑれらは┦஫にᏙ❧し、᥼助のࢵࢿト࣡ーࢡに

さまざまな⥢ࡧがあった の͇である（㓇஭ �01� � 66
㡫）。ྛ機㛵がばらばらにᨭ᥼をしているばかりか、

さらにඣ❺生ᚐやಖㆤ者の自୺ᛶがᑛ㔜されていた

ために、かえって不Ⓩ校ඣ❺生ᚐの༙ᩘはいࡎれの

┦ㄯ機㛵、ᨭ᥼機㛵にもつながっていないという≧

ἣが㉳きていた。 
これらから、661事業がጞまる�003年前後では、

学校とᨭ᥼機㛵や、ᨭ᥼機㛵ྠ士の㐃携には地ᇦᕪ

があったことが♧၀される。663 を経てもᨭ᥼機㛵

の㐃携体制がᩚったわけではなく、ࡑれࡺえ 661 事

業ではࢵࢿト࣡ー࡙ࢡくりが┠指されたのだと⪃え

られる。 
 
���㸬㐃ᦠࡣ࡜ఱ࠿ 

文部（科学）省は、1��� 年と �003 年の㏻▱いࡎ

れにおいても、㐃携がල体的にどのようなものであ

るかを᫂♧していない。したがってఱをもって㐃携

とุ᩿するかを᫂☜に♧すことはできないが、௨下

のことは㐃携というものを⪃える上で参⪃になるだ

 。うࢁ
文部科学省が �01� 年に教育ᨭ᥼ࢱࣥࢭー（㐺ᛂ指

導教ᐊ）にᑐして行った全ᅜㄪᰝでは、学校や教育

委員会との㐃携の㡯┠がいくつかᣲげられている。

ーと学校との㐃携の㡯┠として、ඣ❺の㏻⣭ࢱࣥࢭ

の実㊶やᨭ᥼の≧ἣ等に㛵する᝟ሗඹ有や、ඣ❺生

ᚐのᨭ᥼会㆟への཮方の参加、学校のࣥࣜࣉトのά

⏝、進㊰指導について教⫋員とࢱࣥࢭー⫋員の協㆟

といったことがᣲげられており、㐃携行ືとして᝟

ሗのඹ有や会㆟への参加といったことが᝿ᐃされて

いる。教育委員会との㐃携もྠ様で、文᭩やゼ問に

よる᝟ሗඹ有、ᨭ᥼会㆟への཮方の参加、不Ⓩ校ᑐ

策の会㆟や研修への参加などがᣲげられている。 
上㏙の「ࣜࣇースࢡーࣝ等との㐃携に㛵する実ែ

ㄪᰝ」においては、教育委員会による㐃携の取⤌に

ついての㡯┠は大別して、教育委員会⫋員のどᐹ、

事業や会㆟のඹྠ・委ク、᪋タのᥦ౪、学校とࣜࣇ

ースࢡーࣝ等との᝟ሗඹ有のಁ進といったことがあ

げられていた。 
しかし、こうした行ືが果たして㐃携であるのか

ᑡし␲問がある。ࡑこで、㐃携が行われる┠的、┠

ᶆに╔┠することが㔜要ではないか。 
་⒪・ಖ೺・福♴の」ྜ㡿ᇦの実㊶に㛵して、山

中は「㐃携」を͆᥼助において、異なったศ㔝、㡿

ᇦ、⫋✀にᒓする」ᩘの᥼助者（ᑓ㛛⫋や非ᑓ㛛的

な᥼助者をྵࡴ）が、༢⊂では㐩成できない、ඹ有

された┠ᶆを㐩成するために、┦஫ಁ進的な協力㛵

ಀを㏻じて行Ⅽやάືをᒎ開するࢭࣟࣉスである͇

（山中 �003 � � 㡫）とᐃ義している。௚の㡿ᇦであ

るとはいえ、これは ͆一ேのࢡライエࣥトにᑐして

༢⊂のᑓ㛛⫋や᥼助者のࡳが᥼助をᥦ౪するのでは

なく、多様なᑓ㛛⫋あるいは非ᑓ㛛的な᥼助者ら」

ᩘが᥼助をᥦ౪すること （͇  ྠ � 1 㡫）に㛵して㏙࡭

ていることであり、不Ⓩ校ඣ❺生ᚐへのᨭ᥼にも㏻

じるとこࢁがある。༢⊂では㐩成できない┠ᶆとは、

この場ྜ第一には不Ⓩ校ඣ❺生ᚐへのᨭ᥼である。

れをより⣽かく見れば学校᚟ᖐのため、ே手不㊊ࡑ

やᑓ㛛的▱㆑不㊊のඞ᭹のためなど、様ࠎな┠ᶆが

存ᅾしていると思われる。㐃携を⪃える際には、こ

の┠ᶆに╔┠するᚲ要がある。 
こうしたことをᛕ㢌に⨨いて、௨下では 663 や

661でどのような㐃携が行われたのかを検討してい

く。 
 
3㸬ࠕ୙Ⓩᰯඣ❺⏕ᚐࡢ㐺ᛂᣦᑟ⥲ྜㄪᰝ研究ጤク̿

ࣛࢢࣟࣉ࣭ࢺ࣮࣏ࢧ࣭ࢢ࣮ࣥࣜࢡࢫ 㸦࣒663㸧̿ ࡢࠖ

᳨ウ 

 

『中等教育㈨ᩱ』の�00�年1月⮫᫬ቑ刊号は1���
年度・�000 年度における全ᅜの 663 の研究集㘓とな

っている。ࡑれによれば 663 の㊃᪨は͆不Ⓩ校問題

にᑐᛂするため、㐺ᛂ指導教ᐊやẸ間᪋タなどにお

� 

不Ⓩ校ᨭ᥼における㐃携のᒎ開 

ける⥅⥆的なάືཪは様ࠎな体験άືを㏻じた㐺ᛂ

指導による学校᚟ᖐのためのᨭ᥼方策にಀるㄪᰝ研

究を委クする（͇文部科学省 �00� � 1�6 㡫）というこ

とである。 
ㄪᰝ研究の内容は、「ձ⥅⥆的㐺ᛂ指導㸸教科指導、

ಶ別࢝࢘ࣥࢢࣥࣜࢭ、集ᅋάືなど、⥅⥆的な㐺ᛂ

指導のᅾり方」と「ղ体験的㐺ᛂ指導㸸自↛体験や

社会体験など、自❧ᛶや意ḧを高め、集ᅋへの㐺ᛂ

力をᇵうάືを㏻した㐺ᛂ指導のᅾり方」の � つが

ある。 
�000 年度のㄪᰝ研究ᑐ㇟᪋タは 63� ᪋タであり、

うࡕẸ間᪋タは 36 ࢝ᡤだった。Ẹ間᪋タの内ヂは、

໭ᾏ㐨 � ࢝ᡤ、㟼ᒸ┴が � ࢝ᡤ、東京都、⚄奈ᕝ┴、

高▱┴が 3 ࢝ᡤ、新₲┴、山᲍┴、࿴ḷ山┴、福ᒸ

┴が � ࢝ᡤ、㟷᳃┴、ᰣ木┴、༓ⴥ┴、රᗜ┴、奈

Ⰻ┴、㫽取┴、ᒸ山┴が 1 ࢝ᡤであった（計 16 都㐨

┴）。ㄪᰝ研究は � か年で委クされていたが、委クを

受けたẸ間᪋タᩘが �00� 年度も 36 ࢝ᡤであること

から、Ẹ間への委クはྠ一᪋タで � 年間⥅⥆された

ものだと思われる。 
 
3��㸬ጤクඛࡢỴᐃ 

 ㊃᪨においてはẸ間᪋タへの委クが記㏙されてい

たものの、実際に委クを受けたẸ間᪋タは全体の��
であった。委ク先の機㛵はどのようにしてỴᐃされ

たのだࢁうか。 
「東京ࣗࢩーࣞ」の୺ദ者であるዟ地は 663 にᛂ

ເしたものの、͆「ᅋ体ㄝ᫂᭩に、᫂☜に『学校᚟ᖐ

を┠的』と᭩いてない」͇という⌮⏤でᑐ㇟外とされ

た（ዟ地 �00� � 1�� 㡫）。また、͆ Ẹ間に▱らせる行

ືをとった┴は、ごくわࡎかで、͇中には文部省の方

㔪と異なって͆「お㔠はẸ間にฟす方㔪は全くありま

せん」͇とゝい切る┴教育委員会まであったと㏙࡭て

いる（ �ྠ 1�3 㡫）。 
一方、⚄奈ᕝ┴で「ࣜࣇース࣌ースたまりば」を

㐠Ⴀしているす㔝は、663 がጞまる前の 1��� 年ごࢁ、

教育委員会から 「͆『たまりば』のようなやり方をし

ていて、はたして子どもたࡕはࡑの後、どうなって

いるのかをㄪ࡭てࡳて࡯しい」͇ とᡴデされている

（す㔝 �006 � 11� 㡫）。東京ࣗࢩーࣞྠ様こࡕらも学

校᚟ᖐを┠的とはしていないが、ࡑの後委クを受け

ている。これらのことから、Ẹ間᪋タのά⏝方㔪や

663 のᤊえ方が都㐨ᗓ┴によって異なっていたこと

がうかがえる。 
ᮅ日新⪺社が 1��� 年に全ᅜの教育委員会をᑐ㇟

に行ったアࣥࢣートでは、研究委ク先を㑅ࡪ都㐨ᗓ

┴教委のうࡕᑡなくとも �6 ᗓ┴は、委ク先を文部省

に᥎⸀した᫬にẸ間᪋タをྵめなかったことがศか

った。⌮⏤としてはẸ間ᅋ体が学校᚟ᖐを┠的にし

ていないことがᣲげられている6。またᮅ日新⪺の別

の記事で、ᇸ玉┴教委がẸ間ᅋ体に委クのᡴデをし

なかった⌮⏤が͆Ẹ間ᅋ体の実ែをᢕᥱし切ってお

らࡎ、㝈られたࣜࣇースࢡーࣝに委クすることにな

れば、බ平感をḞくことになる �͇とㄝ᫂されている
�。本記事によると、͆ ┴教委が委クをᡴデしたのは

஑༑஧ᕷ町村教委だけ͇であり、最終的に͆大ᐑᕷ

や上ᑿᕷなど༑ᅄᕷ町教委の⟶内にある༑୐教ᐊ͇

が 663 の委クᑐ㇟となっている。ᡴデ先が全て委ク

を受けるわけではないことがわかる。 
これらのことから、663 の研究ㄪᰝの委ク先のỴ

ᐃは、都㐨ᗓ┴教育委員会がఱらかのุ᩿にᇶ࡙い

てᨭ᥼機㛵に࿌▱・ᡴデを行い、ࡑれをうけてᨭ᥼

機㛵がᛂເし、都㐨ᗓ┴教育委員会がఱらかのุ᩿

で㑅ᐃしたᨭ᥼機㛵を文部省に᥎⸀する、というᙧ

で行われていたと⪃えられる。つまり、委ク先のỴ

ᐃには࿌▱・ᡴデのẁ㝵と㑅⪃のẁ㝵で஧㔜のᑂᰝ

が存ᅾしていたと⪃えられる。ࡑの際のุ᩿ᇶ準は

都㐨ᗓ┴によって異なっていたため、Ẹ間᪋タの中

でも࿌▱・ᡴデẁ㝵ではじかれるものもあれば、㑅

⪃のẁ㝵ではじかれるものもあった。 
無作Ⅽᢳฟではなく஧㔜のᑂᰝが行われたという

ことは、ྛ都㐨ᗓ┴の中でも「ᮃましい」ᨭ᥼を行

っているᨭ᥼機㛵に委クされたということであるか

ら、ሗ࿌される㐺ᛂ指導教ᐊの取り⤌ࡳは当᫬の平

ᆒ的なᨭ᥼よりも高いỈ準となっているྍ⬟ᛶがあ

る。したがって、もし ��1 で見た 1��0 年௦の㐺ᛂ指

導教ᐊの≧ἣよりも㐃携がᐦになされているとして

も、ࡑれがす࡭て 663 の成果であるとはゝい切れな

いことに␃意がᚲ要である。 
 
3��㸬研究㞟㘓ࡢศᯒ 

 ྛ都㐨ᗓ┴のㄪᰝ⤖果は、「⥅⥆的㐺ᛂ指導」と「体
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験的㐺ᛂ指導」の実㊶ሗ࿌と、「課題ཬࡧ問題Ⅼ等の

ศᯒ」から成る。実㊶ሗ࿌はࡑれࡒれඣ❺生ᚐの不

Ⓩ校の⥅⥆⌮⏤別に記㏙されている。ࡑのศ㢮は、

ձ学校生ά上の⌮⏤、ղあࡧࡑ・非行、ճ無Ẽ力、

մ不安など᝟⥴的ΰ஘、յ意ᅗ的なᣄྰ、ն」ྜと

いうように、「ඣ❺生ᚐの問題行ື等生ᚐ指導上のㅖ

問題に㛵するㄪᰝ」におけるศ㢮が⏝いられている。 
今ᅇは「⥅⥆的㐺ᛂ指導」と「体験的㐺ᛂ指導」

の � つの実㊶ሗ࿌と「課題ཬࡧ問題Ⅼ」における、

学校・ᐙᗞ・㛵ಀ機㛵・Ẹ間ᅋ体との㐃携の有無を

ศᯒする。前஧者についてはሗ࿌᭩中に「ۑۑと㐃

携して」などと᫂☜に㐃携のゝⴥが⏝いられている

場ྜ௨外にも、学校での受け入れែໃのᩚ備、担௵

やಖㆤ者とのᐃ期的な㐃⤡・ゼ問など、」ᩘの᥼助

者の協力行ືが見られた場ྜにも㐃携があったとࡳ

なした。「課題ཬࡧ問題Ⅼ」については、今後㐃携が

ᚲ要だとする記㏙の有無を記㘓した。 
㛵ಀ機㛵とは、௚の㐺ᛂ指導教ᐊや教育委員会や

教育┦ㄯᐊ、ඣ❺┦ㄯᡤ、スࢡーࣝ࢝࢘ࣥࢭラー、

་⒪・福♴機㛵など、Ẹ間ᅋ体とは、不Ⓩ校ᨭ᥼を

行うẸ間ᅋ体である。ྠ一都㐨ᗓ┴内で㐃携のㄒが

」ᩘ記㍕された場ྜがあったが、㈨ᩱの制約上㐃携

の῝さをศᯒすることはできないため、1 ᅇ௨上は

一ᚊに「有り」とࡳなし、記㍕の有無だけを記㘓し

た。 
研究集㘓を見ると不Ⓩ校の⥅⥆⌮⏤によってඣ❺

生ᚐへの指導方ἲは౑いศけられていたようである

が、⥅⥆⌮⏤のศ㢮は容᫆でないࢣースもあり（」

ྜという࢝テࣜࢦがあるように）、また指導のᅾり方

は今ᅇの㛵ᚰからはࡎれる部ศも多いので、⥅⥆⌮

⏤別のศᯒは行わなかった。 
このようにして㐃携の有無をศᯒした⤖果が次࣌

ーࢪの表 1 である。 
一見して「体験的㐺ᛂ指導」は 663 委ク先が༢⊂

で行うことが多く、「⥅⥆的㐺ᛂ指導」はẚ㍑的㐃携

して行われたことがわかる。学校との㐃携は、学校

での受け入れែໃのᩚ備、担௵とのᐃ期的な㐃⤡・

ゼ問が୺であり、ࡑの௚「ᚰの教ᐊ┦ㄯ員」�や㣴ㆤ

教ㅍとの㐃携がᣲげられていた。ᐙᗞとの㐃携はや

やᑡないが、ಖㆤ者が㐃携┦手というよりも不Ⓩ校

ඣ❺生ᚐྠ様に指導のᑐ㇟とࡳなされているような

ሗ࿌がᩓ見された。 
ఱらかの㐃携は࡯とんどの都㐨ᗓ┴でሗ࿌されて

いるが、ࡑれでも学校・ᐙᗞ・㛵ಀ機㛵との㐃携は

課題とされている。་学やᚰ⌮学のᑓ㛛ᐙとの㐃携

体制が指導上ồめられたり、学校᚟ᖐの㐺切なࢱイ

を見ᴟめたりするためにᚲ要であるというもࢢ࣑ࣥ

のが多いが、学校やᐙᗞとの課題に㛵しては、㐺ᛂ

指導教ᐊに子どもを㡸けたことで教員やಖㆤ者が安

ᚰしてしまったり㛵ᚰがⷧれてしまったりするࢣー

スがいくつかのᗓ┴で課題としてあげられていた

（例えばᒾ手┴、京都ᗓ、奈Ⰻ┴）。ここにおいて㐃

携は、学校やᐙᗞなどの当事者が㛵ಀ機㛵とともに

ᨭ᥼に⥅⥆的に㛵わるための仕⤌ࡳとしてồめられ

ている。 
㐺ᛂ指導教ᐊと学校、㐺ᛂ指導教ᐊとᐙᗞ、とい

った 1 ᑐ 1 の㐃携㛵ಀは見受けられたが、㐺ᛂ指導

教ᐊのあるᕷ内の学校ྠ士や、委ク先の機㛵による

協㆟会などᨭ᥼機㛵 3 者௨上のࢵࢿト࣡ーࢡは、⚄

奈ᕝ┴（㐃⤡会㆟）、୕㔜┴（ㄪᰝ研究㐃⤡会㆟）、

福஭┴（┴内の㐺ᛂ指導教ᐊྜྠの宿Ἡ体験学⩦）、

京都ᗓ（学校㐃⤡会）、山ཱྀ┴（スࢡー࣏ࣜࣥࢧ・ࢢ

ート協㆟会）、の � 例を☜ㄆできた。こうしたࢵࢿト

࣡ー࡙ࢡくりの例はᑡᩘであったが、ࢵࢿト࣡ーࢡ

࡙くりのᚲ要ᛶ自体はいくつかの┴で課題とされて

おり、͆不Ⓩ校ඣ❺生ᚐの様ែが」㞧໬・多様໬する

⌧≧において、་⒪、福♴機㛵等とのࢵࢿト࣡ーࢡ

のᵓ⠏をいかにするか（͇京都ᗓ）、͆┴内の㛵ಀ㐺ᛂ

指導教ᐊの஺ὶを῝めるとともに、┦஫に᥼助でき

るような㐃携を検討していくᚲ要がある （͇ឡ፾┴）

など、661事業につながる課題ㄆ㆑が見受けられた。 
Ẹ間᪋タとの㐃携については▼ᕝ┴を㝖いてሗ࿌

されておら10ࡎ、また㐃携がᚲ要ᛶだというሗ࿌も

なかった。ただし、663 をẸ間にも委クしていた 16
都㐨┴のうࡕ、東京都、新₲┴、ᒸ山┴ではẸ間᪋

タでの事例がሗ࿌されており、東京都ではබ❧の機

㛵の┦ㄯ員からの紹介を受けたり、学校の㏻⣭指導

学⣭とẸ間᪋タの間の㐃⤡を取ったりした例がሗ࿌

されている。新₲┴ではẸ間᪋タと不Ⓩ校の当事者、

学校（担௵等）の୕者会ㄯが≧ἣによっては有ຠで

あることがሗ࿌されている。 
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験的㐺ᛂ指導」の実㊶ሗ࿌と、「課題ཬࡧ問題Ⅼ等の

ศᯒ」から成る。実㊶ሗ࿌はࡑれࡒれඣ❺生ᚐの不

Ⓩ校の⥅⥆⌮⏤別に記㏙されている。ࡑのศ㢮は、

ձ学校生ά上の⌮⏤、ղあࡧࡑ・非行、ճ無Ẽ力、

մ不安など᝟⥴的ΰ஘、յ意ᅗ的なᣄྰ、ն」ྜと

いうように、「ඣ❺生ᚐの問題行ື等生ᚐ指導上のㅖ

問題に㛵するㄪᰝ」におけるศ㢮が⏝いられている。 
今ᅇは「⥅⥆的㐺ᛂ指導」と「体験的㐺ᛂ指導」

の � つの実㊶ሗ࿌と「課題ཬࡧ問題Ⅼ」における、

学校・ᐙᗞ・㛵ಀ機㛵・Ẹ間ᅋ体との㐃携の有無を

ศᯒする。前஧者についてはሗ࿌᭩中に「ۑۑと㐃

携して」などと᫂☜に㐃携のゝⴥが⏝いられている

場ྜ௨外にも、学校での受け入れែໃのᩚ備、担௵

やಖㆤ者とのᐃ期的な㐃⤡・ゼ問など、」ᩘの᥼助

者の協力行ືが見られた場ྜにも㐃携があったとࡳ

なした。「課題ཬࡧ問題Ⅼ」については、今後㐃携が

ᚲ要だとする記㏙の有無を記㘓した。 
㛵ಀ機㛵とは、௚の㐺ᛂ指導教ᐊや教育委員会や

教育┦ㄯᐊ、ඣ❺┦ㄯᡤ、スࢡーࣝ࢝࢘ࣥࢭラー、

་⒪・福♴機㛵など、Ẹ間ᅋ体とは、不Ⓩ校ᨭ᥼を

行うẸ間ᅋ体である。ྠ一都㐨ᗓ┴内で㐃携のㄒが

」ᩘ記㍕された場ྜがあったが、㈨ᩱの制約上㐃携

の῝さをศᯒすることはできないため、1 ᅇ௨上は

一ᚊに「有り」とࡳなし、記㍕の有無だけを記㘓し

た。 
研究集㘓を見ると不Ⓩ校の⥅⥆⌮⏤によってඣ❺

生ᚐへの指導方ἲは౑いศけられていたようである

が、⥅⥆⌮⏤のศ㢮は容᫆でないࢣースもあり（」

ྜという࢝テࣜࢦがあるように）、また指導のᅾり方

は今ᅇの㛵ᚰからはࡎれる部ศも多いので、⥅⥆⌮

⏤別のศᯒは行わなかった。 
このようにして㐃携の有無をศᯒした⤖果が次࣌

ーࢪの表 1 である。 
一見して「体験的㐺ᛂ指導」は 663 委ク先が༢⊂

で行うことが多く、「⥅⥆的㐺ᛂ指導」はẚ㍑的㐃携

して行われたことがわかる。学校との㐃携は、学校

での受け入れែໃのᩚ備、担௵とのᐃ期的な㐃⤡・

ゼ問が୺であり、ࡑの௚「ᚰの教ᐊ┦ㄯ員」�や㣴ㆤ

教ㅍとの㐃携がᣲげられていた。ᐙᗞとの㐃携はや

やᑡないが、ಖㆤ者が㐃携┦手というよりも不Ⓩ校

ඣ❺生ᚐྠ様に指導のᑐ㇟とࡳなされているような

ሗ࿌がᩓ見された。 
ఱらかの㐃携は࡯とんどの都㐨ᗓ┴でሗ࿌されて

いるが、ࡑれでも学校・ᐙᗞ・㛵ಀ機㛵との㐃携は

課題とされている。་学やᚰ⌮学のᑓ㛛ᐙとの㐃携

体制が指導上ồめられたり、学校᚟ᖐの㐺切なࢱイ

を見ᴟめたりするためにᚲ要であるというもࢢ࣑ࣥ

のが多いが、学校やᐙᗞとの課題に㛵しては、㐺ᛂ

指導教ᐊに子どもを㡸けたことで教員やಖㆤ者が安

ᚰしてしまったり㛵ᚰがⷧれてしまったりするࢣー

スがいくつかのᗓ┴で課題としてあげられていた

（例えばᒾ手┴、京都ᗓ、奈Ⰻ┴）。ここにおいて㐃

携は、学校やᐙᗞなどの当事者が㛵ಀ機㛵とともに

ᨭ᥼に⥅⥆的に㛵わるための仕⤌ࡳとしてồめられ

ている。 
㐺ᛂ指導教ᐊと学校、㐺ᛂ指導教ᐊとᐙᗞ、とい

った 1 ᑐ 1 の㐃携㛵ಀは見受けられたが、㐺ᛂ指導

教ᐊのあるᕷ内の学校ྠ士や、委ク先の機㛵による

協㆟会などᨭ᥼機㛵 3 者௨上のࢵࢿト࣡ーࢡは、⚄

奈ᕝ┴（㐃⤡会㆟）、୕㔜┴（ㄪᰝ研究㐃⤡会㆟）、

福஭┴（┴内の㐺ᛂ指導教ᐊྜྠの宿Ἡ体験学⩦）、

京都ᗓ（学校㐃⤡会）、山ཱྀ┴（スࢡー࣏ࣜࣥࢧ・ࢢ

ート協㆟会）、の � 例を☜ㄆできた。こうしたࢵࢿト

࣡ー࡙ࢡくりの例はᑡᩘであったが、ࢵࢿト࣡ーࢡ

࡙くりのᚲ要ᛶ自体はいくつかの┴で課題とされて

おり、͆不Ⓩ校ඣ❺生ᚐの様ែが」㞧໬・多様໬する

⌧≧において、་⒪、福♴機㛵等とのࢵࢿト࣡ーࢡ

のᵓ⠏をいかにするか（͇京都ᗓ）、͆┴内の㛵ಀ㐺ᛂ

指導教ᐊの஺ὶを῝めるとともに、┦஫に᥼助でき

るような㐃携を検討していくᚲ要がある （͇ឡ፾┴）

など、661事業につながる課題ㄆ㆑が見受けられた。 
Ẹ間᪋タとの㐃携については▼ᕝ┴を㝖いてሗ࿌

されておら10ࡎ、また㐃携がᚲ要ᛶだというሗ࿌も

なかった。ただし、663 をẸ間にも委クしていた 16
都㐨┴のうࡕ、東京都、新₲┴、ᒸ山┴ではẸ間᪋

タでの事例がሗ࿌されており、東京都ではබ❧の機

㛵の┦ㄯ員からの紹介を受けたり、学校の㏻⣭指導

学⣭とẸ間᪋タの間の㐃⤡を取ったりした例がሗ࿌

されている。新₲┴ではẸ間᪋タと不Ⓩ校の当事者、

学校（担௵等）の୕者会ㄯが≧ἣによっては有ຠで

あることがሗ࿌されている。 
 

7 

不Ⓩ校ᨭ᥼における㐃携のᒎ開 

3�3㸬ᑠᣓ 

 663 を委クされた㐺ᛂ指導教ᐊが学校や㛵ಀ機㛵

と㐃携しながら指導を行ったことが多くの都㐨ᗓ┴

でሗ࿌されていたが、学校やᐙᗞの協力を得られࡎ

に課題がṧっていることもሗ࿌されていた。また、

663 を委クされた機㛵ྠ士が㐃携した例はᑡᩘで、

ᨭ᥼のࢵࢿト࣡ーࢡはあまり作られなかった。不 
 

表 1 � 663 委ク先の外部との㐃携≧ἣ11 

 

都道府県ጤクᩘ Ꮫᰯ ᐙᗞ 㛵ಀᶵ㛵 Ẹ間ᅋయ Ꮫᰯ ᐙᗞ 㛵ಀᶵ㛵 Ẹ間ᅋయ Ꮫᰯ ᐙᗞ 㛵ಀᶵ㛵 Ẹ間ᅋయ

໭ᾏ㐨 �� 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
㟷᳃┴ � 䕿 䕿
ᒾᡭ┴ �� 䕿 䕿 䕿 䕿
ᐑᇛ┴ �� 䕿 䕿
⛅⏣┴ � 䕿 䕿 䕿 䕿
ᒣᙧ┴ 6 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
⚟ᓥ┴ 6

Ⲉᇛ┴ �� 䕿 䕿
ᰣᮌ┴ �� 䕿 䕿 䕿 䕿
⩌㤿┴ �3 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
ᇸ⋢┴ �� 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
༓ⴥ┴ �� 䕿 䕿 䕿
東京㒔 �6 䕿 䕿 䕿 䕿
⚄ዉᕝ┴ �3 䕿
᪂₲┴ �� 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
ᐩᒣ┴ � 䕿 䕿 䕿
▼ᕝ┴ �� 䕿 䕿 䕿
⚟஭┴ �� 䕿 䕿 䕿
ᒣ᲍┴ 6 䕿 䕿
㛗㔝┴ � 䕿 䕿 䕿 䕿
ᒱ㜧┴ �3 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
㟼ᒸ┴ �� 䕿 䕿
ឡ▱┴ �� 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
୕㔜┴ �� 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
⁠㈡┴ �� 䕿 䕿
京㒔ᗓ � 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
大㜰ᗓ �� 䕿
රᗜ┴ 3� 䕿 䕿 䕿 䕿
ዉⰋ┴ � 䕿 䕿 䕿 䕿
࿴ḷᒣ┴ ��

㫽ྲྀ┴ � 䕿
ᓥ᰿┴ 3 䕿 䕿 䕿 䕿
ᒸᒣ┴ �� 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
ᗈᓥ┴ � 䕿 䕿 䕿
ᒣཱྀ┴ � 䕿 䕿 䕿
ᚨᓥ┴ � 䕿 䕿
㤶ᕝ┴ � 䕿 䕿
ឡ፾┴ � 䕿 䕿
㧗▱┴ �6 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
⚟ᒸ┴ �� 䕿
బ㈡┴ � 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
㛗ᓮ┴ � 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿
⇃ᮏ┴ � 䕿 䕿 䕿 䕿
大ศ┴ � 䕿 䕿 䕿 䕿
ᐑᓮ┴ �� 䕿 䕿 䕿 䕿
㮵ඣᓥ┴ 6 䕿 䕿 䕿 䕿
Ἀ⦖┴ �� 䕿 䕿 䕿

628 32 12 19 1 5 2 6 0 31 19 30 0

⥅⥆ⓗ㐺ᛂ指ᑟ య㦂ⓗ㐺ᛂ指ᑟ ㄢ㢟
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༑ศな㐃携はこの � か年の 663 の㝈⏺でもあるが、

一方で㐃携のᚲ要ᛶ、特にࢵࢿト࣡ーࢡのᚲ要ᛶが

ᥦ㉳されたⅬは、のࡕの 661 につながる成果であっ

たと⪃えられる。 
▼田（1���）がㄪᰝした᫬Ⅼでは教育委員会が㐺

ᛂ指導教ᐊのάືを༑ศにᢕᥱしているとはゝい㞴

かったが、663 の実᪋や委ク先のᑂᰝの過程でᚲ↛

的にᢕᥱが行われる。教育委員会と㐺ᛂ指導教ᐊと

いうබ的機㛵ྠ士の㛵ಀᙉ໬も663の成果だったと

⪃えられる。 
 
�㸬ᩚࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ࣭ࢺ࣮࣏ࢧ࣭ࢢ࣮ࣥࣜࢡࢫࠕഛ஦

ᴗ㸦661㸧ࠖ  ウ᳨ࡢ

 
文部科学省の事業ホ౯᭩1�によれば、不Ⓩ校の様

ែが多様໬する中、͆教育ᨭ᥼ࢱࣥࢭー等の᪤存の┦

ㄯ機㛵の฼⏝≧ἣを㋃まえると、ᚲࡎしも༑ศなᨭ

᥼が行き届いているとはゝい㞴い≧ἣである͇こと

から、͆不Ⓩ校ඣ❺生ᚐの᪩期発見・᪩期ᑐᛂをはじ

め、より一ᒙきめ⣽かなᨭ᥼を行うため、教員や指

導員の研修、ᐙᗞへのゼ問指導など、不Ⓩ校ᑐ策に

㛵する中᰾的機⬟（スࢡー࣏ࣜࣥࢧ・ࢢート・ࣥࢭ

ー）を充実し、学校・ᐙᗞ・㛵ಀ機㛵が㐃携したࢱ

地ᇦࡄるࡳの࣏ࢧートࢩステ࣒をᩚ備する͇ことが

661 事業の㊃᪨である。 
┴をᵓ⠏するだけでなく、͆ྛ都㐨ᗓࢡト࣡ーࢵࢿ

の地ᇦࢵࢿト࣡ーࢡにおいて、学校、教育ᨭ᥼ࣥࢭ

、ー（㐺ᛂ指導教ᐊ）、㛵ಀ機㛵（㟷ᑡ年教育᪋タࢱ

ᐙᗞඣ❺┦ㄯᐊ、⑓院、ಖ೺ᡤ等）、Ẹ間᪋タ・132
等が㐃携したຠ果的な不Ⓩ校ᑐ策のࢵࢿト࣡ーࢡの

ᅾり方について、地ᇦの実᝟にᛂじた研究͇を行う

ことが意ᅗされている。 
スࢡー࣏ࣜࣥࢧ・ࢢート・ࢱࣥࢭー（௨下 66&）

は、ྛ都㐨ᗓ┴に一つのᗈᇦ 66&（教育ࢱࣥࢭーや

㐺ᛂ指導教ᐊなどを᝿ᐃ）とࡑの下に地ᇦ 66&（ᕷ

区教育ࢱࣥࢭーや㐺ᛂ指導教ᐊを᝿ᐃ）が約 �00 ࢝

ᡤタ⨨され、ࡑれࡒれがᗈᇦࢵࢿト࣡ーࢡと地ᇦࢿ

の中᰾となることが᝿ᐃされている（ᅗࢡト࣡ーࢵ

1）。663 と異なって、661 事業ではあらかじめ委ク

先が文部科学省によってある程度ᐃめられていたよ

うである。 

この事業は、͆ 学校・教育ᨭ᥼ࢱࣥࢭー・㛵ಀ機㛵

等における᝟ሗ஺᥮・ྜྠάືの᥎進、教員・指導

員への研修の機会の充実等、一ᐃのຠ果が得られて

いる と͇されている。一方で課題は、͆ᕷ町村を㉸え

た㐃携によるᨭ᥼、ゼ問指導のேᮦ☜ಖཬࡧ研修・

アࣝのᩚ備、ಖㆤ者へのᨭ᥼、不Ⓩ校ඣ❺生ࣗࢽ࣐

ᚐの自❧にྥけたᨭ᥼等͇であったとされている。 
௨上が文部科学省によるㄝ᫂である。661事業は、

66&を中ᚰとした地ᇦࡄるࡳの࣏ࢧートࢵࢿト࣡ー

のᅾり方の研究がࢡト࣡ーࢵࢿのᩚ備、ຠ果的なࢡ

行われることになっており、663 の取り⤌ࡳを前進

させるものだと⪃えられる。しかし、実際にどのよ

うなࢵࢿト࣡ーࢡがᙧ成されたのかは᫂らかではな

い。 
௨下では、ᗈᇦ 66& と地ᇦ 66& によって実際に

ᙧ成されたࢵࢿト࣡ーࢡの実ែを᫂らかにし、663
の課題であった学校・ᐙᗞ・㛵ಀ機㛵との㐃携と、

ᨭ᥼機㛵ྠ士の㐃携の � つについてศᯒを行う。 
ただし、今ᅇ入手できている㈨ᩱは、都㐨ᗓ┴に

よる661事業のሗ࿌᭩が�つ、ᕷのものが1つ、661
の事例に触れている論文が 3 つと、㔞的に不༑ศで

ある。ࡑのことに␃意しつつ、661 事業の実ែを部

ศ的にでも᫂らかにしていきたい。 
 

���㸬ᗈᇦ66& 

ᅗに♧されたᗈᇦࣝࢹࣔ 66& としてのᙺ割が඾

ᆺ的に果たされたのは໭ᾏ㐨であった。 
໭ᾏ㐨❧教育研究ᡤはᗈᇦ 66& として、㛵ಀ機㛵

との㐃携をᅗりつつ㐨内 1� の地ᇦ 66& の地ᇦࢵࢿ

ト࣡ー࡙ࢡくりをᨭ᥼してきた。ල体的な取り⤌ࡳ

として、不Ⓩ校に㛵するᇶ♏的なㄪᰝ研究、教員ཬ

㐺ᛂ指導教ᐊの指導員等をᑐ㇟とした研修、地ᇦࡧ

66& ཬࡧ㐺ᛂ指導教ᐊにᑐするᨭ᥼、ᑓ㛛ᐙேᮦバ

の際ᗈᇦࡑ。くりがᣲげられている࡙ࢡࣥ 66& の担

当者がἈ⦖┴の 661 事業をどᐹしており、͆「ࢵࢿト

࣡ーࢡの充実に㛵するㄪᰝ研究」をᰕとした取⤌を

᥎進し、特に┴内地ᇦ 66& の担当者にᑐする研修の

充実に力をὀいでいる͇とἈ⦖┴の取り⤌ࡳを紹介

している（໭ᾏ㐨❧教育研究ᡤ �00� � 3� 㡫）。 
のἈ⦖┴では、663ࡑ の成果を㋃まえて、㐺ᛂ指

導教ᐊからᯟをᗈげた学校・地ᇦ・ᑓ㛛機㛵等との
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༑ศな㐃携はこの � か年の 663 の㝈⏺でもあるが、

一方で㐃携のᚲ要ᛶ、特にࢵࢿト࣡ーࢡのᚲ要ᛶが

ᥦ㉳されたⅬは、のࡕの 661 につながる成果であっ

たと⪃えられる。

▼田（1���）がㄪᰝした᫬Ⅼでは教育委員会が㐺

ᛂ指導教ᐊのάືを༑ศにᢕᥱしているとはゝい㞴

かったが、663 の実᪋や委ク先のᑂᰝの過程でᚲ↛

的にᢕᥱが行われる。教育委員会と㐺ᛂ指導教ᐊと

いうබ的機㛵ྠ士の㛵ಀᙉ໬も663の成果だったと

⪃えられる。

�㸬ᩚࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ࣭ࢺ࣮࣏ࢧ࣭ࢢ࣮ࣥࣜࢡࢫࠕഛ஦

ᴗ㸦661㸧ࠖ  ウ᳨ࡢ

文部科学省の事業ホ౯᭩1�によれば、不Ⓩ校の様

ែが多様໬する中、͆教育ᨭ᥼ࢱࣥࢭー等の᪤存の┦

ㄯ機㛵の฼⏝≧ἣを㋃まえると、ᚲࡎしも༑ศなᨭ

᥼が行き届いているとはゝい㞴い≧ἣである͇こと

から、͆不Ⓩ校ඣ❺生ᚐの᪩期発見・᪩期ᑐᛂをはじ

め、より一ᒙきめ⣽かなᨭ᥼を行うため、教員や指

導員の研修、ᐙᗞへのゼ問指導など、不Ⓩ校ᑐ策に

㛵する中᰾的機⬟（スࢡー࣏ࣜࣥࢧ・ࢢート・ࣥࢭ

ー）を充実し、学校・ᐙᗞ・㛵ಀ機㛵が㐃携したࢱ

地ᇦࡄるࡳの࣏ࢧートࢩステ࣒をᩚ備する͇ことが

661 事業の㊃᪨である。

┴をᵓ⠏するだけでなく、͆ྛ都㐨ᗓࢡト࣡ーࢵࢿ

の地ᇦࢵࢿト࣡ーࢡにおいて、学校、教育ᨭ᥼ࣥࢭ

、ー（㐺ᛂ指導教ᐊ）、㛵ಀ機㛵（㟷ᑡ年教育᪋タࢱ

ᐙᗞඣ❺┦ㄯᐊ、⑓院、ಖ೺ᡤ等）、Ẹ間᪋タ・132
等が㐃携したຠ果的な不Ⓩ校ᑐ策のࢵࢿト࣡ーࢡの

ᅾり方について、地ᇦの実᝟にᛂじた研究͇を行う

ことが意ᅗされている。

スࢡー࣏ࣜࣥࢧ・ࢢート・ࢱࣥࢭー（௨下 66&）
は、ྛ都㐨ᗓ┴に一つのᗈᇦ 66&（教育ࢱࣥࢭーや

㐺ᛂ指導教ᐊなどを᝿ᐃ）とࡑの下に地ᇦ 66&（ᕷ

区教育ࢱࣥࢭーや㐺ᛂ指導教ᐊを᝿ᐃ）が約 �00 ࢝

ᡤタ⨨され、ࡑれࡒれがᗈᇦࢵࢿト࣡ーࢡと地ᇦࢿ

の中᰾となることが᝿ᐃされている（ᅗࢡト࣡ーࢵ

1）。663 と異なって、661 事業ではあらかじめ委ク

先が文部科学省によってある程度ᐃめられていたよ

うである。

この事業は、͆ 学校・教育ᨭ᥼ࢱࣥࢭー・㛵ಀ機㛵

等における᝟ሗ஺᥮・ྜྠάືの᥎進、教員・指導

員への研修の機会の充実等、一ᐃのຠ果が得られて

いる と͇されている。一方で課題は、͆ᕷ町村を㉸え

た㐃携によるᨭ᥼、ゼ問指導のேᮦ☜ಖཬࡧ研修・

アࣝのᩚ備、ಖㆤ者へのᨭ᥼、不Ⓩ校ඣ❺生ࣗࢽ࣐

ᚐの自❧にྥけたᨭ᥼等͇であったとされている。

௨上が文部科学省によるㄝ᫂である。661事業は、

66&を中ᚰとした地ᇦࡄるࡳの࣏ࢧートࢵࢿト࣡ー

のᅾり方の研究がࢡト࣡ーࢵࢿのᩚ備、ຠ果的なࢡ

行われることになっており、663 の取り⤌ࡳを前進

させるものだと⪃えられる。しかし、実際にどのよ

うなࢵࢿト࣡ーࢡがᙧ成されたのかは᫂らかではな

い。

௨下では、ᗈᇦ 66& と地ᇦ 66& によって実際に

ᙧ成されたࢵࢿト࣡ーࢡの実ែを᫂らかにし、663
の課題であった学校・ᐙᗞ・㛵ಀ機㛵との㐃携と、

ᨭ᥼機㛵ྠ士の㐃携の � つについてศᯒを行う。

ただし、今ᅇ入手できている㈨ᩱは、都㐨ᗓ┴に

よる661事業のሗ࿌᭩が�つ、ᕷのものが1つ、661
の事例に触れている論文が 3 つと、㔞的に不༑ศで

ある。ࡑのことに␃意しつつ、661 事業の実ែを部

ศ的にでも᫂らかにしていきたい。

���㸬ᗈᇦ66&

ᅗに♧されたᗈᇦࣝࢹࣔ 66& としてのᙺ割が඾

ᆺ的に果たされたのは໭ᾏ㐨であった。

໭ᾏ㐨❧教育研究ᡤはᗈᇦ 66& として、㛵ಀ機㛵

との㐃携をᅗりつつ㐨内 1� の地ᇦ 66& の地ᇦࢵࢿ

ト࣡ー࡙ࢡくりをᨭ᥼してきた。ල体的な取り⤌ࡳ

として、不Ⓩ校に㛵するᇶ♏的なㄪᰝ研究、教員ཬ

㐺ᛂ指導教ᐊの指導員等をᑐ㇟とした研修、地ᇦࡧ

66& ཬࡧ㐺ᛂ指導教ᐊにᑐするᨭ᥼、ᑓ㛛ᐙேᮦバ

の際ᗈᇦࡑ。くりがᣲげられている࡙ࢡࣥ 66& の担

当者がἈ⦖┴の 661 事業をどᐹしており、͆「ࢵࢿト

࣡ーࢡの充実に㛵するㄪᰝ研究」をᰕとした取⤌を

᥎進し、特に┴内地ᇦ 66& の担当者にᑐする研修の

充実に力をὀいでいる͇とἈ⦖┴の取り⤌ࡳを紹介

している（໭ᾏ㐨❧教育研究ᡤ �00� � 3� 㡫）。

のἈ⦖┴では、663ࡑ の成果を㋃まえて、㐺ᛂ指

導教ᐊからᯟをᗈげた学校・地ᇦ・ᑓ㛛機㛵等との

� 

不Ⓩ校ᨭ᥼における㐃携のᒎ開 

㐃携を実⌧するために 661 事業が実᪋された。┴❧

⥲ྜ教育ࢱࣥࢭーがᗈᇦ66&を担い、「┴内地ᇦ66&
担当者等研修会の充実」に取り⤌んだ。͆┴内の地ᇦ

66&担当者や㐺ᛂ指導教ᐊ担当者が一ᇽに会し研修

を῝めることによって㐃携をᐦにするとともに、ㅮ

義・₇⩦を㏻して、┦ㄯάືや㐺ᛂ指導教ᐊでの日

ᖖの実㊶に生かすことのできる▱㆑・ᢏ⬟の⩦得を

めざす͇ことを┠的として、6 日間の研修が行われ

た（Ἀ⦖┴❧⥲ྜ教育ࢱࣥࢭー �00� � 3 㡫）。

ᅗ 1 � 661 事業のࣔࣝࢹᅗ（文部科学省の事業ホ౯᭩をඖに筆者作成） 

教員や指導員への研修は、ሗ࿌᭩を見る㝈り㟷᳃

┴では行われなかった。㟷᳃┴⥲ྜ教育ࢱࣥࢭーは

ᗈᇦ 66& として �00�・�006 年度のㄪᰝ研究のሗ࿌

᭩をまとめているが、研究の୺題は͆自↛体験や社

会体験など、自ᕫ⫯ᐃほと自ᕫ存ᅾ感を高め、集ᅋ

への㐺ᛂ力をᇵうάືを㏻じた㐺ᛂ指導のᅾり方  ͇
であった（㟷᳃┴⥲ྜ教育ࢱࣥࢭー �00� � 3 㡫）。こ

れは「ࣔࢢࣟࣉࣝࢹラ࣒開発」にあたる取り⤌ࡳだ

ったと⪃えられる。 
このような研修やࣔࢢࣟࣉࣝࢹラ࣒開発といった

取り⤌ࡳは、ྛᨭ᥼機㛵がಶ別にຠ果的なᨭ᥼を研

究していた 663 のẁ㝵から、ᑓ㛛ᛶの高い▱見をྛ

ᨭ᥼機㛵に安ᐃしてᥦ౪するẁ㝵へと前進したもの

だと⪃えられる。例えばἈ⦖┴では㐺ᛂ指導教ᐊの

指導員の多くがẖ年௦わるため⥅⥆的な指導・᥼助

に課題があったが、ẖ年ᐃ期的に研修を行うことで、

指導員の力㔞を安ᐃさせることがྍ⬟になる。 
しかし、研修等はややもすると一方的で、㐃携と

いうには཮方ྥᛶにḞける。Ἀ⦖┴で行われた研修

の内容は「ᵓ成的ࣝࢢーࣉエࣥ࢝࢘ࣥࢱー」や「子

どもの発㐩課題と不Ⓩ校ඣ❺生ᚐの⌮ゎについて」

など、子どもとのྥきྜい方に㛵するものが多く、

学校やಖㆤ者との㐃携の仕方などは୺題とされてい

ない。こうした研修自体は㐃携というよりもࡴしࢁ

前⥺のᨭ᥼者にᑐする後方ᨭ᥼の取り⤌ࡳであると

⪃えられる。 

、

113
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ᒸ山┴⥲ྜ教育ࢱࣥࢭーは、ࡑのᗈᇦ 66& として

のᙺ割と課題について、次のようにまとめている。 
 

地ᇦ 66& が不Ⓩ校ඣ❺生ᚐ・ಖㆤ者・学校にᑐ

して┤᥋的なᨭ᥼を行うのにᑐして、ᗈᇦ 66&
は地ᇦ 66& にとって有┈な᝟ሗのᥦ౪とᑓ㛛

的な見地からの助ゝを行う「ࣜࢯースࢱࣥࢭー」

「コࣥࣝࢧテーࢱࣥࢭࣥࣙࢩー」としてのᙺ割

のあることを᫂☜にした。ࡑの一方で、行ືࣞ

࣋ࣝでの㐃携をどのようにᒎ開するかが課題と

なった。（Ώ㎶、山ᓮ、➉内 �00� � 3 㡫） 

 

今ᅇ取り上げたいくつかの取り⤌ࡳを見る㝈りで

はあるが、ᒸ山┴だけでなく、ᗈᇦ 66& は不Ⓩ校ඣ

❺生ᚐやಖㆤ者にᑐする┤᥋的なᨭ᥼よりも、「ࣜࢯ

ースࢱࣥࢭー」「コࣥࣝࢧテーࢱࣥࢭࣥࣙࢩー」とし

て後方ᨭ᥼を行うഴྥがあった。ࡑれ自体はᚲ要な

ᙺ割であるものの、行ືࣞ࣋ࣝでの㐃携が課題とな

るのである。 
ではᗈᇦ 66& は後方ᨭ᥼のࡳを行っていたのか

というと、ࡑうではない。▼ᕝ┴やᚨ島┴では、「ࣜ

「ーࢱࣥࢭࣥࣙࢩテーࣝࢧコࣥ」ー」やࢱࣥࢭースࢯ

のᙺ割を㉺えたࢵࢿト࣡ーࢡ作りの行ືが見られ、

ᚨ島┴ではᗈᇦ 66& が前⥺にฟたことが♧၀され

ている。 
ᚨ島┴では、㬆㛛ᕷ教育研究ᡤ内にタ⨨された㐺

ᛂ指導教ᐊ「うࡎ₻教ᐊ」（ᖖ໅ 1 ྡ、非ᖖ໅ 1 ྡ）

が地ᇦ 66& とᗈᇦ 66& を兼ࡡていた。ሗ࿌されて

いるάືは௨下の � Ⅼ。 
ձ㬆㛛ᕷ教育委員会不Ⓩ校問題ᑐ策協㆟会におい

て事業計画ㄝ᫂、ղ㬆㛛ᕷ不Ⓩ校問題㐃⤡協㆟会に

おいてᕷ内ྛᑠ中学校・㬆㛛ᕤ業高校の不Ⓩ校問題

担当教ᖌに事業ㄝ᫂、ճ地ᇦ 66& をゼ問し、ᗈᇦ

66& にᑐする要ᮃを☜ㄆする、մ┴教育委員会学校

政策課と上記の要ᮃについて検討し、ྛ学校・ᐙᗞ

へのゼ問᫬のὀ意Ⅼを☜ㄆする、յ┴内㐺ᛂ指導教

ᐊ᝟ሗ஺᥮会においてᗈᇦ 66& におけるゼ問指導

員のάື内容を☜ㄆする。 
ձにおいてゼ問指導員の⫋務内容は͆㐺ᛂ指導教

ᐊの指導員や࢝࢘ࣥࢭラーの㈨㉁ྥ上のために㐺切

な指導助ゝを୚える 、͇͆ 不Ⓩ校ඣ❺生ᚐに㛵わって

いる指導員、࢝࢘ࣥࢭラー、教ᖌ、ಖㆤ者の࣏ࢧー

トを行う͇などとㄝ᫂されており、不Ⓩ校ඣ❺生ᚐ

にᑐᛂする者に指導助ゝを行うというやはり後方ᨭ

᥼的なものであった。しかしճմの⤖果、ゼ問指導

員はᇶ本的にྛ教ᐊの要ᮃにᛂえることができるこ

ととされた。ࡑれによって、㏻⣭生の࢝࢘ࣥࣥࣜࢭ

、や㐺ᛂ指導教ᐊのάືや行事への参加などのᙧでࢢ

ᗈᇦ 66& もまた不Ⓩ校ඣ❺生ᚐに┤᥋㛵わること

になったと⪃えられる。 
また、地ᇦ 66& へのゼ問によって、ゼ問指導員を

፹介としたᗈᇦࢵࢿト࣡ーࢡがᵓ⠏された。࡯かに

も㐺ᛂ指導教ᐊྜྠ行事や┴内㐺ᛂ指導教ᐊ᝟ሗ஺

᥮会を開ദしたり、㬆㛛ᕷඣ❺福♴課と᝟ሗ஺᥮を

行ったりと、ᕷ教育研究ᡤを中ᚰとした㐺ᛂ指導教

ᐊ間の஺ὶ・㐃携・ࢵࢿト࣡ーࢡ໬に取り⤌んだ。 
▼ᕝ┴では 6 ࢝ᡤの┴❧㐺ᛂ指導教ᐊ「やすらぎ教

ᐊ」が地ᇦ 66& となり、ࡑの中の「やすらぎ㔠ἑ教

ᐊ」がᗈᇦ 66& を担った。୺な取り⤌ࡳとして͆ ௚

の㐺ᛂ指導教ᐊとのࢵࢿト࣡ー࡙ࢡくり、外部ᑓ㛛

機㛵や教育機㛵との㐃携、体験的ࢢࣟࣉラ࣒におけ

るẸ間ㅮᖌの౫㢗、་⒪┦ㄯ会の開ദ、研修員の地

区別ྜྠ研修会の開ദ、┴❧㐺ᛂ指導教ᐊのྜྠྜ

宿、㛵ಀ機㛵にᑐする᝟ሗᥦ౪など͇があげられて

いる（高 �00� � 63 㡫）。 
ᗈᇦࢵࢿト࣡ーࢡ作りの取り⤌ࡳはいくつか存ᅾ

していた。しかし、文部科学省の事業ホ౯᭩におい

てᕷ町村を㉺えた㐃携が課題とされていたことから、

多くの都㐨ᗓ┴では研修等の後方ᨭ᥼にとどまって

いたのではないかと思われる。研修の場を፹介とし

てྛᨭ᥼者が㐃⤡を取りྜうようになるということ

もあるだࢁうが、ᕷ町村༢఩を㉸える㐃携にはᗈᇦ

のどⅬをᣢった都㐨ᗓ┴ࣞ࣋ࣝの⤌⧊が仕⤌࡙ࡳく

りを୺導するᚲ要がある。 
 

���㸬ᆅᇦ66&ࡳ⤌ࡾྲྀࡢ 

໭ᾏ㐨❧教育研究ᡤによる地ᇦ 66& の事例集は

地ᇦ 66& の取り⤌ࡳを「学校との㐃携協力」「地ᇦ

「ー࣒等によるᨭ᥼ࢳ地ᇦᨭ᥼」「くり࡙ࢡト࣡ーࢵࢿ

の 3 つにまとめている。ここではࡑの 3 つのほⅬを

⏝いて、いくつかの地ᇦ 66& の取り⤌ࡳをᩚ⌮した

い。 

114
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ᒸ山┴⥲ྜ教育ࢱࣥࢭーは、ࡑのᗈᇦ 66& として

のᙺ割と課題について、次のようにまとめている。 
 

地ᇦ 66& が不Ⓩ校ඣ❺生ᚐ・ಖㆤ者・学校にᑐ

して┤᥋的なᨭ᥼を行うのにᑐして、ᗈᇦ 66&
は地ᇦ 66& にとって有┈な᝟ሗのᥦ౪とᑓ㛛

的な見地からの助ゝを行う「ࣜࢯースࢱࣥࢭー」

「コࣥࣝࢧテーࢱࣥࢭࣥࣙࢩー」としてのᙺ割

のあることを᫂☜にした。ࡑの一方で、行ືࣞ

࣋ࣝでの㐃携をどのようにᒎ開するかが課題と

なった。（Ώ㎶、山ᓮ、➉内 �00� � 3 㡫） 

 

今ᅇ取り上げたいくつかの取り⤌ࡳを見る㝈りで

はあるが、ᒸ山┴だけでなく、ᗈᇦ 66& は不Ⓩ校ඣ

❺生ᚐやಖㆤ者にᑐする┤᥋的なᨭ᥼よりも、「ࣜࢯ

ースࢱࣥࢭー」「コࣥࣝࢧテーࢱࣥࢭࣥࣙࢩー」とし

て後方ᨭ᥼を行うഴྥがあった。ࡑれ自体はᚲ要な

ᙺ割であるものの、行ືࣞ࣋ࣝでの㐃携が課題とな

るのである。 
ではᗈᇦ 66& は後方ᨭ᥼のࡳを行っていたのか

というと、ࡑうではない。▼ᕝ┴やᚨ島┴では、「ࣜ

「ーࢱࣥࢭࣥࣙࢩテーࣝࢧコࣥ」ー」やࢱࣥࢭースࢯ

のᙺ割を㉺えたࢵࢿト࣡ーࢡ作りの行ືが見られ、

ᚨ島┴ではᗈᇦ 66& が前⥺にฟたことが♧၀され

ている。 
ᚨ島┴では、㬆㛛ᕷ教育研究ᡤ内にタ⨨された㐺

ᛂ指導教ᐊ「うࡎ₻教ᐊ」（ᖖ໅ 1 ྡ、非ᖖ໅ 1 ྡ）

が地ᇦ 66& とᗈᇦ 66& を兼ࡡていた。ሗ࿌されて

いるάືは௨下の � Ⅼ。 
ձ㬆㛛ᕷ教育委員会不Ⓩ校問題ᑐ策協㆟会におい

て事業計画ㄝ᫂、ղ㬆㛛ᕷ不Ⓩ校問題㐃⤡協㆟会に

おいてᕷ内ྛᑠ中学校・㬆㛛ᕤ業高校の不Ⓩ校問題

担当教ᖌに事業ㄝ᫂、ճ地ᇦ 66& をゼ問し、ᗈᇦ

66& にᑐする要ᮃを☜ㄆする、մ┴教育委員会学校

政策課と上記の要ᮃについて検討し、ྛ学校・ᐙᗞ

へのゼ問᫬のὀ意Ⅼを☜ㄆする、յ┴内㐺ᛂ指導教

ᐊ᝟ሗ஺᥮会においてᗈᇦ 66& におけるゼ問指導

員のάື内容を☜ㄆする。 
ձにおいてゼ問指導員の⫋務内容は͆㐺ᛂ指導教

ᐊの指導員や࢝࢘ࣥࢭラーの㈨㉁ྥ上のために㐺切

な指導助ゝを୚える 、͇͆ 不Ⓩ校ඣ❺生ᚐに㛵わって

いる指導員、࢝࢘ࣥࢭラー、教ᖌ、ಖㆤ者の࣏ࢧー

トを行う͇などとㄝ᫂されており、不Ⓩ校ඣ❺生ᚐ

にᑐᛂする者に指導助ゝを行うというやはり後方ᨭ

᥼的なものであった。しかしճմの⤖果、ゼ問指導

員はᇶ本的にྛ教ᐊの要ᮃにᛂえることができるこ

ととされた。ࡑれによって、㏻⣭生の࢝࢘ࣥࣥࣜࢭ

、や㐺ᛂ指導教ᐊのάືや行事への参加などのᙧでࢢ

ᗈᇦ 66& もまた不Ⓩ校ඣ❺生ᚐに┤᥋㛵わること

になったと⪃えられる。 
また、地ᇦ 66& へのゼ問によって、ゼ問指導員を

፹介としたᗈᇦࢵࢿト࣡ーࢡがᵓ⠏された。࡯かに

も㐺ᛂ指導教ᐊྜྠ行事や┴内㐺ᛂ指導教ᐊ᝟ሗ஺

᥮会を開ദしたり、㬆㛛ᕷඣ❺福♴課と᝟ሗ஺᥮を

行ったりと、ᕷ教育研究ᡤを中ᚰとした㐺ᛂ指導教

ᐊ間の஺ὶ・㐃携・ࢵࢿト࣡ーࢡ໬に取り⤌んだ。 
▼ᕝ┴では 6 ࢝ᡤの┴❧㐺ᛂ指導教ᐊ「やすらぎ教

ᐊ」が地ᇦ 66& となり、ࡑの中の「やすらぎ㔠ἑ教

ᐊ」がᗈᇦ 66& を担った。୺な取り⤌ࡳとして͆ ௚

の㐺ᛂ指導教ᐊとのࢵࢿト࣡ー࡙ࢡくり、外部ᑓ㛛

機㛵や教育機㛵との㐃携、体験的ࢢࣟࣉラ࣒におけ

るẸ間ㅮᖌの౫㢗、་⒪┦ㄯ会の開ദ、研修員の地

区別ྜྠ研修会の開ദ、┴❧㐺ᛂ指導教ᐊのྜྠྜ

宿、㛵ಀ機㛵にᑐする᝟ሗᥦ౪など͇があげられて

いる（高 �00� � 63 㡫）。 
ᗈᇦࢵࢿト࣡ーࢡ作りの取り⤌ࡳはいくつか存ᅾ

していた。しかし、文部科学省の事業ホ౯᭩におい

てᕷ町村を㉺えた㐃携が課題とされていたことから、

多くの都㐨ᗓ┴では研修等の後方ᨭ᥼にとどまって

いたのではないかと思われる。研修の場を፹介とし

てྛᨭ᥼者が㐃⤡を取りྜうようになるということ

もあるだࢁうが、ᕷ町村༢఩を㉸える㐃携にはᗈᇦ

のどⅬをᣢった都㐨ᗓ┴ࣞ࣋ࣝの⤌⧊が仕⤌࡙ࡳく

りを୺導するᚲ要がある。 
 

���㸬ᆅᇦ66&ࡳ⤌ࡾྲྀࡢ 

໭ᾏ㐨❧教育研究ᡤによる地ᇦ 66& の事例集は

地ᇦ 66& の取り⤌ࡳを「学校との㐃携協力」「地ᇦ

「ー࣒等によるᨭ᥼ࢳ地ᇦᨭ᥼」「くり࡙ࢡト࣡ーࢵࢿ

の 3 つにまとめている。ここではࡑの 3 つのほⅬを

⏝いて、いくつかの地ᇦ 66& の取り⤌ࡳをᩚ⌮した

い。 

11 

不Ⓩ校ᨭ᥼における㐃携のᒎ開 

 
 学校との㐃携協力ۑ
໭ᾏ㐨の地ᇦ 66& は、不Ⓩ校の⌮ゎをᅗるために

教⫋員ྥけの研修会やಖㆤ者ྥけのㅮ₇会を実᪋す

るといった教⫋員やಖㆤ者への後方ᨭ᥼にとどまら

教⫋員ྥけに㐺ᛂ指導教ᐊ見学会を行い、指導、ࡎ

員と教⫋員の஺ὶとࡑの後の日ᖖ的な㐃携を実⌧し

ている。また、学校からẖ月ᥦฟされるḞᖍ≧ἣㄪ

ᰝ⚊を⏝いて地ᇦ 66& が不Ⓩ校ഴྥのඣ❺生ᚐの

≧ἣをᢕᥱしたり、学校とඹに生ᚐのアࢭス࣓ࣥト

を行ったりしたことで、ඹ㏻⌮ゎにᇶ࡙いたᨭ᥼を

行った。こうした取り⤌ࡳは、学校と㐺ᛂ指導教ᐊ

が㐃⤡を取りྜうというような⡆༢な㐃携よりも✚

ᴟ的な行ື㐃携のࡦとつのあり方である。 
高は、▼ᕝ┴の「やすらぎ㔠ἑ教ᐊ」では、地ᇦ

66& となって � 年┠に教ᐊの㐠Ⴀ方ἲやᨭ᥼体制が

ᩚったことで外部機㛵・学校・ಖㆤ者との㐃携がス

࣒ーࢬになり、͆㡸かった教ᐊが子どものᨭ᥼を一手

に引き受けるのでなく、ࡑれࡒれの❧場から協ാし

て子どもたࡕをᨭ᥼する体制にࣇࢩトすることがで

きるようになった と͇㏙࡭ている（高 �00� � 63 㡫）。 
これら � 例からは、学校やಖㆤ者と㐺ᛂ指導教ᐊ

が協ാでᨭ᥼に取り⤌んでいることがうかがえる。

これはまさに663で課題とされていたことであった。 
 
 くり࡙ࢡト࣡ーࢵࢿ地ᇦۑ
໭ᾏ㐨では、ࣜࣇースࢡーࣝをྵめ日ᖖ的に㐃携

する㛵ಀ機㛵の不Ⓩ校ᑐ策協力者会㆟が新つに開ദ

された࡯か、ᑵ学指導委員会やඣ❺⹢ᚅ㜵Ṇࢵࢿト

࣡ーࢡ協㆟会、ඣ❺問題㐃⤡会等、᪤存の⤌⧊に不

Ⓩ校ᑐ策協力者会㆟としての機⬟を௜加した事例が

ሗ࿌されている。 
᪤存の⤌⧊やࢵࢿト࣡ーࢡをά⏝した例は௚にも

ある。ᐑᇛ┴の � つの地ᇦ 66& のࡦとつである௝ྎ

ᕷ教育委員会は、地ᇦ㐃携の実᪋ẕ体として௝ྎᕷ

不Ⓩ校ᨭ᥼ࢵࢿト࣡ーࢡを⤌⧊した。参加ᅋ体はᕷ

Ẹᅋ体やẸ間企業、大学などがྵまれており、教育

委員会がᚑ᮶から௚のㅖ事業でᇵってきた͆地ᇦ㐃

携の᥋Ⅼや力となってくれる᪤存のே的・社会的㈨

※のᇶ┙ が͇ά⏝された（బ⸨ �00� � �0���0� 㡫）13。

Ἀ⦖┴の中㢌地区では᪤に地区┦ㄯ員㐃⤡協㆟会が

あり、ᕷ町村༢఩を㉸えたᶓの㐃携をᙉ໬するため

にこの協㆟会の充実がᅗられた。 
 
 ー࣒等によるᨭ᥼ࢳ地ᇦᨭ᥼ۑ
໭ᾏ㐨では、前㡯のࢵࢿト࣡ーࢡをᅵྎとした地

ᇦᨭ᥼ࢳー࣒のᙧ成、」ᩘの㐺ᛂ指導教ᐊ間やẸ間

ーࣝとの㐃携によって、不Ⓩ校ඣ❺生ᚐࢡースࣜࣇ

をᑐ㇟とした体験άືやゼ問指導などが行われた。

ಖㆤ者間のࢵࢿト࣡ーࢡ作りのᨭ᥼も行われた。 
「やすらぎ㔠ἑ教ᐊ」は地ᇦ 66& 事業として、͆地

ᇦ内の学校ゼ問、地ᇦ内のᕷ町❧の㐺ᛂ指導教ᐊや

ඣ❺┦ㄯᡤや⑓院、ᚰの೺ᗣࢱࣥࢭーや┴❧発㐩㞀

ᐖᨭ᥼ࢱࣥࢭー等の外部ᑓ㛛機㛵との㐃携、学⩦ᨭ

᥼࣎ラࣥティアやスーࣃーバイࢨーなどの外部ேᮦ

のά⏝、不Ⓩ校の子どもをᢪえるぶの会（年間 � ᅇ）

の開ദ͇などに取り⤌んだ（高 �00� � 63�6� 㡫）。 
大㜰ᗓ $ ᕷの 661 事業の取り⤌ࡳでは、㐺ᛂ指

導教ᐊ、ᥦ携学校、教育研究ᡤなどが会㆟やඹྠ研

究、体験άືࢢࣟࣉラ࣒の実᪋を㏻して㐃携し、地

ᇦࡄるࡳのࢵࢿト࣡ーࢡをᙧ成していた（中村 
�00�）。 
௝ྎᕷでは、௝ྎᕷ不Ⓩ校ᨭ᥼ࢵࢿト࣡ーࢡによ

って͆ྛ✀のദしや研修会・ㅮᗙ、自↛体験άື、

⫋場見学や⫋場体験等の社会体験άື、研究ᨭ᥼ά

ື、ᗈሗάື、,7 学⩦ᨭ᥼άື な͇どが行われた（బ

⸨ �00� � �11 㡫）。 
このように、㐺ᛂ指導教ᐊと外部ேᮦからなるࢳ

ー࣒なりࢵࢿト࣡ーࢡなりによる体験άືや学⩦ᨭ

᥼などを行った例がいくつかある。663 の᫬Ⅼで「体

験的㐺ᛂ指導」は࡯とんど㐺ᛂ指導教ᐊが༢⊂で実

᪋していたことを⪃えると、661 事業では「体験的

㐺ᛂ指導」における㐺ᛂ指導教ᐊと㛵ಀ機㛵との㐃

携がᙉ໬されたと⪃えられる。 
 
��3㸬Ẹ㛫ᅋయࡢ࡜㐃ᦠ 

はじめに見たように、これまで 661 事業はࣜࣇー

スࢡーࣝ等もྵめたᐁẸ㐃携を᥎進したものとࡳな

されてきた。661 事業のࣔࣝࢹᅗにおいても、Ẹ間

᪋タは㐃携┦手として地ᇦࢵࢿト࣡ーࢡ内に記され

ていた。しかし、໭ᾏ㐨ではࣜࣇースࢡーࣝをྵめ

て㐃携を行った例がሗ࿌されていたものの、地ᇦࢿ
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ーࣝ等のẸ間ᅋ体がྵまれࢡースࣜࣇにࢡト࣡ーࢵ

ている例はᑡない。 
このことの⌮⏤はいくつか᥎ できる1�が、実際

上の問題として、多くの地ᇦにࣜࣇースࢡーࣝ等が

存ᅾしていなかったからではないだࢁうか。 
文部科学省が �01� 年に実᪋した「ᑠ・中学校に㏻

っていない義務教育ẁ㝵の子౪が㏻うẸ間のᅋ体・

᪋タに㛵するㄪᰝ」によれば、⌧ᅾࣜࣇースࢡーࣝ

等のẸ間ᅋ体は ��� あるが、ᒾ手┴や福஭┴など �
┴が1࢝ᡤである一方で東京都には��࢝ᡤであるよ

うに、ศᕸは地ᇦᕪがある。また ��� ࢝ᡤのうࡕ

6����は �000 年௨㝆にタ❧されたものである（文部

科学省 �01�E）。 
本山は全ᅜにࣜࣇースࢡーࣝと㐺ᛂ指導教ᐊがࡑ

れࡒれ �36 ࢝ᡤ、1��� ࢝ᡤタ⨨されているとしたう

えで、全ᅜ 1��� のᕷ区町村のうࡕ ��� ᕷ区町村

（�����）はࣜࣇースࢡーࣝも㐺ᛂ指導教ᐊもどࡕ

らもタ⨨されていないことを᫂らかにした（本山 
�011 � �3 㡫）。ࣜࣇースࢡーࣝがタ⨨されているのは

��� ᕷ区町村（13�0�）にすぎない1�。このような೫

ᅾ≧ἣは �003 年ごࢁもྠ様だったかあるいは一ᒙ

際❧っていたのではないか。したがってࡑの当᫬、

担当する地ᇦ内に㐃携ྍ⬟なẸ間ᅋ体がᡤᅾしてい

た 66& は㝈られていたと思われる。 
 
���㸬ᑠᣓ 

661 事業では、663 で課題とされた学校・ᐙᗞ・

㛵ಀ機㛵の㐃携や、ᨭ᥼機㛵ྠ士の㐃携に進ᒎが見

られた。ᗈᇦ 66& はᗈᇦのࢵࢿト࣡ーࢡ作りのᙺ割

をᣢっていたが、実際は୺に研修等で地ᇦ 66& への

後方ᨭ᥼を行っていた。一方地ᇦ 66& は地ᇦࢵࢿト

࣡ーࢡのᵓ⠏と協ാによるᨭ᥼を行っていた。特に

「体験的㐺ᛂ指導」に㛵する㐃携が 663 の㡭にẚ࡭

て進ᒎした。 
661 事業は㏻▱におけるᇶ本的な⪃え方の「㐃携

によるᨭ᥼」を充実させるものとしてࢡト࣡ーࢵࢿ

成果をあげたと⪃えられる。しかし、ᐁẸの㐃携を

᥎進した事業であったとまではゝえない。 
 
�㸬࡟ࡾࢃ࠾ 

 

663 は学校と㐺ᛂ指導教ᐊの㐃携のᚲ要ᛶをᥦ㉳

し、661 はࡑこの㐃携と地ᇦࢵࢿト࣡ー࡙ࢡくりを

実⌧した。ᐁẸの㐃携は地ᇦᕪがあるものの、ᑡな

くともබ的なᨭ᥼機㛵と学校の㐃携がᅗられるよう

になったことが、これら � つの事業の成果であった

と⪃えられる。ただし、今ᅇ᫂らかにできたのは事

業のごく一部であることから、今後より多くの㈨ᩱ

を検討していくことがᚲ要である。 
文部科学省が行った「教育ᨭ᥼ࢱࣥࢭー（㐺ᛂ指

導教ᐊ）に㛵する実ែㄪᰝ」の⤖果によれば、㏻⣭

の実⦼やᨭ᥼の≧ἣに㛵して、ᐃ期的な文᭩により

学校との᝟ሗඹ有を行っている㐺ᛂ指導教ᐊは

�0���であり、教⫋員との㠃ㄯを㏻した᝟ሗඹ有は

�0�0�である。また �6�0�の㐺ᛂ指導教ᐊは教⫋員に

よって不Ⓩ校ඣ❺生ᚐやಖㆤ者に紹介されている

（文部科学省 �01�D）。これは▼田（1���）が᫂らか

にした 1��0 年௦後༙の㐃携≧ἣから⪃えれば┦当

の進ᒎである。このことにᑐして 663 と 661 事業

が┤᥋どの程度寄୚したかを ることはできないが、

ᘏ࡭ � 年間の事業が学校と㐺ᛂ指導教ᐊの㐃携体制

をᩚ備したと⪃えてよいだࢁう。 
 

ト 

 
1 文部科学省࢙࢘࣌ࣈーࢪ「不Ⓩ校へのᑐᛂのᅾり

方について」

KWWS���ZZZ�PH[W�JR�MS�DBPHQX�VKRWRX�VHLWRVKLGRX�0�1�1
�0��0�1�KWP 最終㜀ぴ日 � �016 年 6 月 30 日 
� 「不Ⓩ校問題に㛵するㄪᰝ研究協力者会㆟」の第

一ᅇ会㆟にて事務ᒁは͆スࢡー࣏ࣜࣥࢧ・ࢢート・

備事業といったようなᙧで、ᚑ᮶のᩚࢡト࣡ーࢵࢿ

663 、ラ࣒をᙉ໬するといったようなことでࢢࣟࣉ

⌧ᅾᴫ⟬要ồをさせていただいているとこࢁでござ

います͇とㄝ᫂している。 
KWWS���ZZZ�PH[W�JR�MS�EBPHQX�VKLQJL�FKRXVD�VKRWRX�0��
�JLMLURNX�0�1001 最終㜀ぴ日 � �016 年 6 月 30 日 
3 例えばඖ文部科学省ど学ᐁの᳃ᔱ᫛ఙは͆ᐁẸが

㐃携した地ᇦࢵࢿト࣡ーࢡ作りを進めている͇もの

として661事業をㄝ᫂している（᳃ᔱ �010 � 10�㡫）。 
ーࣝ等に㛵する検討会㆟の第ࢡースࣜࣇ � 10 ᅇの

㓄ᕸ㈨ᩱの中で⤖果がබ開されている。

116

東京大学大学院教育学研究科教育行政学論叢　第 36 号　2016 年



12 

東京大学大学院教育学研究科教育行政学論叢 第 36 号 2016 年 

 
 

ーࣝ等のẸ間ᅋ体がྵまれࢡースࣜࣇにࢡト࣡ーࢵ

ている例はᑡない。 
このことの⌮⏤はいくつか᥎ できる1�が、実際

上の問題として、多くの地ᇦにࣜࣇースࢡーࣝ等が

存ᅾしていなかったからではないだࢁうか。 
文部科学省が �01� 年に実᪋した「ᑠ・中学校に㏻

っていない義務教育ẁ㝵の子౪が㏻うẸ間のᅋ体・

᪋タに㛵するㄪᰝ」によれば、⌧ᅾࣜࣇースࢡーࣝ

等のẸ間ᅋ体は ��� あるが、ᒾ手┴や福஭┴など �
┴が1࢝ᡤである一方で東京都には��࢝ᡤであるよ

うに、ศᕸは地ᇦᕪがある。また ��� ࢝ᡤのうࡕ

6����は �000 年௨㝆にタ❧されたものである（文部

科学省 �01�E）。 
本山は全ᅜにࣜࣇースࢡーࣝと㐺ᛂ指導教ᐊがࡑ

れࡒれ �36 ࢝ᡤ、1��� ࢝ᡤタ⨨されているとしたう

えで、全ᅜ 1��� のᕷ区町村のうࡕ ��� ᕷ区町村

（�����）はࣜࣇースࢡーࣝも㐺ᛂ指導教ᐊもどࡕ

らもタ⨨されていないことを᫂らかにした（本山 
�011 � �3 㡫）。ࣜࣇースࢡーࣝがタ⨨されているのは

��� ᕷ区町村（13�0�）にすぎない1�。このような೫

ᅾ≧ἣは �003 年ごࢁもྠ様だったかあるいは一ᒙ

際❧っていたのではないか。したがってࡑの当᫬、

担当する地ᇦ内に㐃携ྍ⬟なẸ間ᅋ体がᡤᅾしてい

た 66& は㝈られていたと思われる。 
 
���㸬ᑠᣓ 

661 事業では、663 で課題とされた学校・ᐙᗞ・

㛵ಀ機㛵の㐃携や、ᨭ᥼機㛵ྠ士の㐃携に進ᒎが見

られた。ᗈᇦ 66& はᗈᇦのࢵࢿト࣡ーࢡ作りのᙺ割

をᣢっていたが、実際は୺に研修等で地ᇦ 66& への

後方ᨭ᥼を行っていた。一方地ᇦ 66& は地ᇦࢵࢿト

࣡ーࢡのᵓ⠏と協ാによるᨭ᥼を行っていた。特に

「体験的㐺ᛂ指導」に㛵する㐃携が 663 の㡭にẚ࡭

て進ᒎした。 
661 事業は㏻▱におけるᇶ本的な⪃え方の「㐃携

によるᨭ᥼」を充実させるものとしてࢡト࣡ーࢵࢿ

成果をあげたと⪃えられる。しかし、ᐁẸの㐃携を

᥎進した事業であったとまではゝえない。 
 
�㸬࡟ࡾࢃ࠾ 

 

663 は学校と㐺ᛂ指導教ᐊの㐃携のᚲ要ᛶをᥦ㉳

し、661 はࡑこの㐃携と地ᇦࢵࢿト࣡ー࡙ࢡくりを

実⌧した。ᐁẸの㐃携は地ᇦᕪがあるものの、ᑡな

くともබ的なᨭ᥼機㛵と学校の㐃携がᅗられるよう

になったことが、これら � つの事業の成果であった

と⪃えられる。ただし、今ᅇ᫂らかにできたのは事

業のごく一部であることから、今後より多くの㈨ᩱ

を検討していくことがᚲ要である。 
文部科学省が行った「教育ᨭ᥼ࢱࣥࢭー（㐺ᛂ指

導教ᐊ）に㛵する実ែㄪᰝ」の⤖果によれば、㏻⣭

の実⦼やᨭ᥼の≧ἣに㛵して、ᐃ期的な文᭩により

学校との᝟ሗඹ有を行っている㐺ᛂ指導教ᐊは

�0���であり、教⫋員との㠃ㄯを㏻した᝟ሗඹ有は

�0�0�である。また �6�0�の㐺ᛂ指導教ᐊは教⫋員に

よって不Ⓩ校ඣ❺生ᚐやಖㆤ者に紹介されている

（文部科学省 �01�D）。これは▼田（1���）が᫂らか

にした 1��0 年௦後༙の㐃携≧ἣから⪃えれば┦当

の進ᒎである。このことにᑐして 663 と 661 事業

が┤᥋どの程度寄୚したかを ることはできないが、

ᘏ࡭ � 年間の事業が学校と㐺ᛂ指導教ᐊの㐃携体制

をᩚ備したと⪃えてよいだࢁう。 
 

ト 

 
1 文部科学省࢙࢘࣌ࣈーࢪ「不Ⓩ校へのᑐᛂのᅾり

方について」

KWWS���ZZZ�PH[W�JR�MS�DBPHQX�VKRWRX�VHLWRVKLGRX�0�1�1
�0��0�1�KWP 最終㜀ぴ日 � �016 年 6 月 30 日 
� 「不Ⓩ校問題に㛵するㄪᰝ研究協力者会㆟」の第

一ᅇ会㆟にて事務ᒁは͆スࢡー࣏ࣜࣥࢧ・ࢢート・

備事業といったようなᙧで、ᚑ᮶のᩚࢡト࣡ーࢵࢿ

663 、ラ࣒をᙉ໬するといったようなことでࢢࣟࣉ

⌧ᅾᴫ⟬要ồをさせていただいているとこࢁでござ

います͇とㄝ᫂している。 
KWWS���ZZZ�PH[W�JR�MS�EBPHQX�VKLQJL�FKRXVD�VKRWRX�0��
�JLMLURNX�0�1001 最終㜀ぴ日 � �016 年 6 月 30 日 
3 例えばඖ文部科学省ど学ᐁの᳃ᔱ᫛ఙは͆ᐁẸが

㐃携した地ᇦࢵࢿト࣡ーࢡ作りを進めている͇もの

として661事業をㄝ᫂している（᳃ᔱ �010 � 10�㡫）。 
ーࣝ等に㛵する検討会㆟の第ࢡースࣜࣇ � 10 ᅇの

㓄ᕸ㈨ᩱの中で⤖果がබ開されている。

13 

不Ⓩ校ᨭ᥼における㐃携のᒎ開 

 
KWWS���ZZZ�PH[W�JR�MS�EBPHQX�VKLQJL�FKRXVD�VKRWRX�10�
�VKLU\R�13������KWP 最終㜀ぴ日 � �016年�月1日。 
� 文部科学省࢙࢘࣌ࣈーࢪ「Ⓩ校ᣄྰ問題へのᑐᛂ

について」 
KWWS���ZZZ�PH[W�JR�MS�EBPHQX�KDNXVKR�QF�W1���0���00
1�W1���0���001�KWPO 最終㜀ぴ日 � �016年�月�日。 
6 「ಖ㞀されࡠ学ࡧの場 教委「᪋タᢕᥱせࡎ」 不

Ⓩ校ᑐ策」ᮅ日新⪺ᮅ刊【す部】1��� 年 � 月 � 日。 
� ᅵ方（�011）は、あるࣜࣇースࢡーࣝがබ教育໬

すると、බ教育໬しなかったࣜࣇースࢡーࣝはබ的

なおቚ௜きを得ていないことで経῭的᥼助や社会的

ಙ⏝を得にくくなるということを指᦬しているが、

ここでᠱᛕされている不බ平感とはこのようなこと

とྠ様であࢁう。 
� 「Ẹ間はᑐ㇟外に ࣜࣇースࢡーࣝ、ᅜの㈈政ᨭ

᥼受けられࡎ ／ᇸ玉」ᮅ日新⪺ᮅ刊 1��� 年 � 月

� 日。 
� 「ᚰの教ᐊ┦ㄯ員」ά⏝ㄪᰝ研究委クㄪᰝ研究が

平成 1� 年度に ���� 校で実᪋され、約 �300 ேが学校

に㓄⨨されていた。約 3��が教⫋経験者、教育┦ㄯ

員・࢝࢘ࣥࢭラーが約 1��、非ᖖ໅ㅮᖌなど学校㛵

ಀ者が約 ��であった（文部科学省 �00� � 6 㡫）。 
10 ͆ いじめに㐼い、ಖㆤ者の意ྥで不Ⓩ校になった。

㐺ᛂ指導教ᐊとࣜࣇースࢡーࣝをうまく฼⏝し、特

に㐺ᛂ指導教ᐊの行事に参加してᏙ❧感をまࡠがれ

た （͇文部科学省 �00� 年㸸�3� 㡫）という例がሗ࿌

されているのࡳである。 
11 委ク先はẸ間ᅋ体もあったが、⤖果的にこの表は

㐺ᛂ指導教ᐊと学校・ᐙᗞ・㛵ಀ機㛵・Ẹ間ᅋ体と

㐃携していたかどうかを♧すものとなっている。 
1� 文部科学省「事業ホ౯᭩̺平成 16 年度新つ・ᣑ

充事業、⥅⥆事業、ཬࡧ平成 1� 年度㐩成年度฿᮶事

業̺」 
KWWS���ZZZ�PH[W�JR�MS�DBPHQX�K\RXND�NHNND�13�661��KW
P 最終㜀ぴ日 �016 年 6 月 30 日。 
13 このࢵࢿト࣡ーࢡの中ᚰ的ᅋ体の一つとなった

ᕷẸᅋ体の௝ྎࢽࢩアࢵࢿトࢡラࣈは、平成 10 年に

⤖成された高㱋者による࣎ラࣥティアᅋ体である。 
1� ͆文科省にとっては、学校タ⨨୺体が有するබඹ

ᛶ・⥅⥆ᛶ・安ᐃᛶが高次かつ第一義的౯್であっ

た （͇Ⲩ஭ �00�㸸�0 㡫）ため、この当᫬教育行政は

 
Ẹ間との㐃携についてもᾘᴟ的だったのではないか。

あるいは、Ẹ間ᅋ体のഃに、行政との協ാによって

自らが「行政の下ㄳけ໬」（平ሯ �003）することを

㑊ける意ᅗがあったのではないか。しかしあくまで

᥎ であるため、☜かめるには当事者への⪺き取り

がᚲ要である。 
1� 本山（�011）�� ࣌ーࢪの表 3 より計⟬。「ࣜࣇー

スࢡーࣝと教育ᨭ᥼ࢱࣥࢭー（㐺ᛂ指導教ᐊ）の୧

方」があるᕷ区町村は �01 あり、ࣜࣇースࢡーࣝの

があるᕷ区町村はࡳ 1� あった。 
 

ཧ⪃ᩥ⊩ 

 

㟷᳃┴⥲ྜ学校教育ࢱࣥࢭー『平成 1�・1� 年度文部

科学省「スࢡー࣏ࣜࣥࢧ・ࢢート・ࢵࢿト࣡ーࢡ
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